




































15.水切りﾈｯﾄ／排水ネット

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

[数丑ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

・環境配慮のために､廃棄した際に分解し易い天然系のキトサンを採用しているケースもある。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､万枚､％）

・コストを抑えるため､海外に生産拠点を持つメーカーが多く、日本国内市場全体(数鐘ベース)の約５０％

が海外製品といわれている。

.また､参入メーカーの中には､年間生産量の90％以上を海外拠点で生産しているメーカーも見られる。

･ポリエチレン製ﾈｯﾄは､ほぼ100％が海外輸入品となっている。

・海外で抗菌加工製品は生産されていない。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

－８１－ 

薬剤ﾀｲﾌﾟ 槽'成比

有機系 60.0 

無機系 40.0 

その他(－）

材質
・日本製と同様である。

・ポリエチレン・不織布・ナイロン等

生産地やメーカーの特徴 ・日本メーカーが､生産拠点を中国やタイ尋に極いているケースが多い。

金4額 構成比 数'垂
守

守Ⅱ 構成比｛ 近零`蘭藤 _１面･眼

国内市場全体 7,300 

1,500 

０ 

100.0 

20.5 

0.0 

149,000 

75,000 

０ 

100.0 

50.3 

0.0 

一ケ

－つ

－つ

使用薬剤の特徽 ･抗菌ｶﾛｴ製品なく､該当しない。

抗菌JIS規格対応状況 ・抗菌加工製品なく､該当しない。



15.水切りﾈｯﾄ／排水ネット

3)海外における抗菌ｶﾛｴ製品の動き

6.現状の課題と今後の方向性

－８２－ 
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率乢寸予

･水切りネット､排水ネットのような消耗品は、「いか

に捨てやすいか＝自然に戻りやすいか｣といった

環境配慮と､価格が課題となっている。

･製品開発の主要ポイントは､環境配慮と低価格化

にある。

．また、「ＥＣＯマーク｣を取得するためには抗菌加

工が施せないことから､抗菌ｶﾛｴ製品を定着化さ

せるのは難しいものと考えられている。



16.保存用密閉容器

1．市場概況

１)対象商品の定義

･家庭用の冷蔵庫や､冷凍庫等での食品保存や､調味料､乾物､粉類等の湿気防止用途などに使用さ
れる密閉容器を対象とした。＿

抗菌
12.896 

2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

･保存用密閉容器市場(金額ベース)の５０％以上のシェアを占めるメーカ

ーをはじめ､抗菌加工製品を取り扱っていないメーカーが多い。

.「PLマーク｣を貼付することで､製品の衛生面や健康面に対する安全性

の確保を訴求しているメーカーも見られる。

･抗菌加工製品を取り扱っているメーカーも数社見られるが､消費者が抗
菌効果を実感しにくく､抗菌剤自体が高価なこともあり､現状では採用が

減少傾向にある。

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年晃込）

＜金額ベース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔富士経済調ぺ〕

麺臆2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

蝋麺一麺鰄

10,00015,00020,00025,00030,000 

（単位:百万円）

5,000 ０ 

－８３－ 

1６ 保存用密閉容器

■Ｌﾛﾛｰﾀﾞ0ＦⅡ二
土}2000年 2001年 ｢ｉｆ12002年1 醗罵 鷲J：Jｉ

Ｊﾛｰ■■ 
可_■。已

hU 

L士
脚j蕪

全体
(伸鳫室）

抗菌
(値鳧室）

非抗菌

｜（伸長率）

25,300 

(100.0） 

3,550 

(100.0） 

21,750 

(100.0） 

25,200 

(99.6） 

3,450 

(97.2） 

21,750 

(100.0） 

25,000 

(98.8） 

3,250 

(91.5） 

21,750 

(100.0） 

24,900 

(98.4） 

3,180 

(89.6） 

21,720 

(99.9） 

24,800 

(98.0） 

3,080 

(86.8） 

21,720 

(99.9） 



16.保存用密閉容器

＜数量ベース＞ (単位:上段;千個､下段;％）

〔富士経済調べ］

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

020,00040,00060,00080,000100,000120,000140,000 

（単位:千個〉

2)市場の動きの特徴とその要因

･全体市場は､新規需要の獲得が期待しにくい市場であり､買い替え需要が中心となっているため､微減

傾向で推移している。

･ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品については､抗菌効果が目に見えにくいため､抗菌加工製品よりも安価な製品に需要

が集中しがちである。

．そのため､ディスカウントショップ等の安価な製品を中心としている非抗菌製品市場については､ほぼ横

這いを維持している。

3.抗菌加エの特徴

・プラスチック成型品は練りこみ加工のため､容器本体が抗菌加工となっている製品が大半を占めている。

．しかし､ふたを含むもの､または一部にパッキンのみが抗菌加工された製品も見られる。

－８４－ 

蜜【'葱4-2KlQq義i鯨 ？200u年 ~ざ

2002年 鷺920Ca集:;“ !:/:20011:;;iミ 露込？

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

128,000 

(100.0） 

14,500 

(100.0） 

113,500 

(100.0） 

127,800 

(998） 

14,000 

(96.6） 

113,800 

(100.3） 

127,500 

(99.6） 

13,500 

(93.1） 

114,000 

(100.4） 

127,000 

(99.2） 

13,000 

(89.7） 

114,000 

(100.4） 

126,700 

(99.0） 

12,500 

(86.2） 

114,200 

(100.6） 

113,500 回抗菌

□非抗菌

薑菫三豊
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抗菌 ０ 

･容器本体

・ふた

・パッキン

･ポリプロピレン

防汚

防臭

その他(－）



16.保存用密閉容器

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀｲﾌﾟ

有機系
僅少

(単位:％）

※…謹少

[数且ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･環境や人体への配慮と､直接食品に触れる製品であるため銀系無機抗菌剤を採用している。

･天然系抗菌剤についても､効果が高く安全であるともいえるが､万が一抗菌剤が溶け出して人体に入っ

た場合を考慮し､無機系抗菌剤を採用している。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千個､％）

・日本国内市場全体(数量ベース)の約４０％が海外輸入品と考えられているが､その半分以上は、日本メ

ーカーの自社工場の製品であるとされている。

．また､海外生産拠点では抗菌加工製品の生産を行っていないケースが多く､国内市場全体における抗菌

加工製品の割合は､金額ベース､数量ベースともに1％未満と低くなっている。

．加えて抗菌加工製品は､コストアップに繋がるため､減少傾向にある。

･安価な抗菌加工製品を求めて現地メーカーへ買い付けに行くケースもあり､厳密な抗菌作用は疑問視さ

れる製品もあるといわれている。

－８５－ 

薬剤ﾀｲﾌﾟ:毛 江１丁:？F口i横; 成沁比Ⅲ_エィ

有機系 ※ 

無機系 ほぼ100.0

その他(－）
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・日本製と同様である。

･ポリプロプレン等の樹脂

f1重｝懇患溌i議菱jl?ＩＨ
Ｉ:｣生産地や>Q＃畠iｶｰの特徴
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･ディスカウントショップ等の製品を中心に､韓国やマレーシアからの低価格

品の輸入が増加傾向にある。

・中国等に自社工場を持つ日本メーカーも見られる。日本から原料を供給

し､生産技術の指導も行っている。

を工金i>i（額/?▲ :構成比Ｉ
、ナ、

ijl数!:(丑〈（ 成比
｡Iｸﾞｰﾛ$ 

n匁

」巴

司りﾛ■

0房〆,､､~,~,△；

「人.:‐萱〉さ；←厨Ｙ iii蕊ﾛ日＃ `蕊t蕊
ﾄｰ･〕弓_ざ、.＿Ｐ,L･乃埜､,＿

国内市場全体 24,900 

7,000 

8５ 

100.0 

28.1 

0.3 

127,000 

50,000 

500 

100.0 

39.4 

0.4 
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16.保存用密閉容器

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

3)海外における抗菌加エ製品の動き

･海外メーカー品には､通常抗菌加工は施されていない。

・日本市場でいわれているように､抗菌効果が目に見えにくいため､抗菌加工の必要性が特にないとされ

ている。

6.現状の課題と今後の方向性

－８６－ 
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・日本メーカーの海外生産分は、日本製と同様である。

・無機系(銀系）

・海外メーカー品の中には､使用している抗菌剤が不明な製品もあるともいわ

れている。

(:>j鰯蕊鍵薦蕊難蕊;釘準ｆＦＩＬ<〉(“'》

{錘曇騨Vi釘i蕊■■.『■
#撰窪溌竃蕊曇:歯;::薑::/:ＬｊＬ:ミバーハー

・日本メーカーの海外生産分は､抗菌JIS規格に適応している。

・海外メーカー品の中には､厳密な抗菌作用は疑問視される製品があるとい

われている。

熱溌蕊蕊蕊雲璽瀧の鰹勵輝iHftﾉｰ１jLﾄﾄx蝋一 ＬＷ:?'｝ｌｌＪＩＪ墨と麹簿鱗@!;向 薊懐蕊慈
・抗菌ｶﾛｴに対するニーズが低くなってきており、

保存用密閉容器の訴求ポイントは､蓋がいかに開

閉し易く丈夫であるかなどといった機能性にある。

･現在の市場の傾向にも現れているように､抗菌ｶロ

工製品市場は更に減少していくものと見られてい

る。

.しかし､抗菌加工製品を求めるユーザーも一部に

存在しているため､市場がなくなることはないもの

と推定されている。



17.ボウル

1．市場概況

１)対象商品の定義

･一般家庭で使われるキッチン用ボウルを対象とする。

．また､プラスチック､ステンレス､ガラスと全ての素材を含む。

2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

･ボウルではﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品とステンレス等金属製品､ガラス製他の比率

は66:33:１程度となっており､金属製品が主流となっている。

･抗菌加工は､プラスチック製品への加工が主となっており、プラスチック

製品の８０～90％が抗菌加工製品となっているが､全体市場(金額ベー

ス)では約３０％となっている。

･ガラス製では電子レンジで調理可能な製品が多く､またステンレス製品

に関しては衛生的なイメージから抗菌加工に対するニーズが減少してい

るため､抗菌化は進まないものと考えられている。 [金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌ｶﾛｴ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ベース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔富士経済調ぺ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

2,500 

(単位:百万円）

2,000 1,500 1,000 500 0 

－８７－ 

17,… 
「＄

ポウル

ﾄか』。 蕊：！;i11【iDDI霞I；
,､ﾏｨﾚ 

2@，１類?j<■； ｉＩ詫麺②蕊蕊； 蟹脅Qil礁灘！
全体

(ｲ由尾室）

抗菌
(値尾室）

非抗菌

(伸長率）

2,030 

(100.0） 

550 

(100.0） 

1,480 

(100.0） 

2,020 

(99.5） 

545 

(99.1） 

1,475 

(99.7） 

2,010 

(99.0） 

540 

(98.2） 

1,470 

(99.3） 

2,030 

(100.0） 

550 

(100.0） 

1,480 

(100.0） 

2,030 

(100.0） 

550 

(100.0） 

1,480 

(100.0） 

回抗菌

□非抗菌
:;:灘鍵;;総i:j鰯iiii麟鍵Ｉ1,480

1,475 

1,470 

1,480 

1,480 
■ 



17.ボウル

＜数量ベース＞ (単位:上段;千個､下段;％）

〔富士経済調べ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

8,00010,000 12,000 

(単位:千個）

2,000 4,000 6,000 

2)市場の動きの特徴とその要因

･サイズ展開や素材も金属製､ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製､ｶﾞﾗｽ製と豊富なため､買い足し需要が期待できる市場で

あり､全体市場は安定した市場といえる。

･抗菌加工製品は､プラスチック製品を中心に展開している｡また､プラスチック製品において抗菌加工

は､ほぼ標準化しつつある。

3.抗菌加エの特徴

･抗菌加工製品の大半が､ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品である。

･プラスチック成型品は､樹脂に抗菌剤を繰り込んでの加工となるため､製品全体が抗菌となっている。

－８８－ 

ｷｨ+｣12000h年(； ＩｂＩ i2001j年 井曰ＤＰ■且■ 2002年_： 2003年斑!（： 鷺2004 驫見込為（
全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

｜非抗菌
(伸長率）

9,710 

(100.0） 

2,620 

(100.0） 

7,090 

(100.0） 

9,730 

(100.2） 

2,630 

(100.4） 

7,100 

(100.1） 

9,750 

(100.4） 

2,630 

(100.4） 

7,120 

(100.4） 

9,800 

(100.9） 

2,650 

(101.1） 

7,150 

(100.8） 

9,800 

(100.9） 

2,650 

(101.1） 

7,150 

(100.8） 
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抗菌 ０ ･製品全体 ・ポリプロピレン

防汚 ０ ･製品全体 ・ポリプロピレン

防臭

その他(－）



17.ポウル

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

[数且ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･加工のし易さや持続性､人体への影響度の低さ等の扱い易さから､無機系(銀系)を採用している。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千個､％）

※…謹少

・日本メーカーは海外の自社工場や協力工場で生産していることが多く、日本国内市場全体(数量ベース）

の約30％が海外輸入品となっている。

－８９－ 

ﾖﾆ薬剤ﾀｲﾌﾟﾉｰ/二
。‐

｡崖r＝槽A成し-比がｈ/坤

有機系

無機系 1000 

その他(－）
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・ステンレス等金属

・ガラス

・ポリプロピレン

・ポリエチレン等樹脂
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１筆叫蕊jJiL霧P1j霧iＬ
＝兵騨ﾕﾙさI薄万(錘f:駿i1iﾑﾋﾞｳﾞ:）

・日本メーカーは､中国等に生産拠点を置き生産している。

・低価格製品については､協力工場への発注や海外での買い付けが行われ

ている。

.また､欧米等からの直輸入品も一部見られる。

弘):金ﾒﾐ::額
ゴー

「

構成比 懸鱗垂灘ｉｊ 灘M､:if； 懸鰯;鐘iiiii向篭蕊

国内市場全体 2,030 

400 

※ 

100.0 

19.7 

※ 

9,800 

2,500 

※ 

100.0 

25.5 

※ 

－し

－し

－→ 



17.ボウル

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

3)海外における抗菌加エ製品の動き

.海外製品においては抗菌加工を施すという考え方があまりないため､ほとんどないものとされている。

.しかし､ＳARSや鳥インフルエンザ等の影響から､衛生面への関心が高まってきており､今後抗菌加工

製品は増加していくものと見込まれている。

6.現状の課題と今後の方向性

－９０－ 

』

::唖!；:使用薬剤の特徴
汁ざ:i簿弗避溌鍜>'九一へ塩:：、§鼻鋏…

・日本製と同様である。

・無機系

i読菌猫規格対薩状滅 ･抗菌JIS規格に適応している。

譲溌f:ﾐ麹LE1蕊i溌現溌顛曝騨L)ｆｊＬｌ?<工 ■~I!▽ 

ａ…ｲｰ.．.．_､－．､ 

ｳ>- 了上し今後の方向性1十〆ｉＰｒＴｊｊｌﾌﾞｲﾄ ■ 

・ディスカウントショップが一般的になり、量販店に

おいても低価格化で対抗してきていることから､メ

ーカー側の利幅は縮小傾向にあり､苦しい状況が

続いている。

･全体市場は､平均価格が更に下落していく可能

性があるが､ボウルにおいてはデザイン性が向上

してきているため､ザルと組み合わせる等して食器

と同様に食卓に並ぶケースも見られてきており､市

場は買い足し需要の増加も見込まれている。

.しかし､抗菌加工製品が主流となっているプラスチ

ツク製品では､ディスカウントショップ等で販売され

ている廉価な非抗菌製品を補助的に使用するとい

ったユーザー意識が定着してきており､今後更に

抗菌ｶﾛｪ製品の買い替えや買い足し頻度が低く

なり､需要の拡大は期待しにくいものと見られてい

るロ



18.家庭用手袋

1．市場概況

対象商品の定義１ 

、当該調査における家庭用手袋とは､主に炊事､洗濯､掃除､園芸等を目的に使用される一般的な家
庭用手袋とディスポーザプル手袋とし､業務用の作業手袋や工業用手袋は対象外とする。
･家庭用手袋は､手袋の厚みよって｢厚手｣｢中厚手｣｢薄手｣｢極薄｣に分類される。
・主な素材は､塩化ビニルや天然ゴムであるが､天然ゴムについては､水溶性たんぱく質(ﾗﾃｯｸｽタン
パク質)によるアレルギーが生じることが問題視されており､近年では脱たんぱく質素材が注目されて
いる｡また､ﾀﾞｲｵｷｼﾝが発生しないニトリル製の品揃えも充実しつつある。

非抗菌
2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

･国内全体市場における抗菌加工製品の占める割合は､数量ペース､金

額ベースともに約９０％となっている。

・当該製品にとって抗菌加工は､既に基本機能の一つとしての位風付け

が確立されている。

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔富士経済調ぺ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

10,00012,000 

（単位:百万円）

6,000 8,000 0 2,000 4,000 

－９１－ 

1８ 家庭用手袋

2000年 12001年 2002年!～! 2003年《 ljilmO鞘E9躍謬
全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

11,300 

(100.0） 

9,950 

(100.0） 

1,350 

(100.0） 

11,100 

(98.2） 

9,700 

(97.5） 

1,400 

(103.7） 

10,800 

(95.6） 

9,500 

(95.5） 

1,300 

(96.3） 

10,600 

(93.8） 

9,400 

(94.5） 

1,200 

(88.9） 

10,500 

(92.9） 

9,300 

(93.5） 

1,200 

(88.9） 



18.家庭用手袋

〔富士経済調べ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

30,00060,00090,000120,000150,000180,000 

（単位:方双）

2)市場の動きの特徴とその要因

・全体市場は､成熟市場のため微減傾向となっている。

．しかし､小売店での低価格販売の影響を受け､金額ベースでの成長率は鈍化している。

・抗菌加工製品市場については､全体市場における抗菌化率が金額ベース､数量ベースともに約90％と

なっていることから､ほぼ全体市場と同様の傾向となっている。

・近年は､1990年代後半に発生したO-157をはじめ､BSEやSARS､鳥インフルエンザなどの食の安

全性や病原菌に対するユーザーの関心や意識が高まってきているが､全体市場と同様に抗菌加工製

品市場は微減傾向で推移していくものと見込まれている。

3.抗菌加エの特徴

・家庭用手袋では､抗菌防臭加工材で裏毛や裏布の繊維をコーティングする抗菌加工方法と､素材に抗菌剤

を配合する加工方法が採用されている。

－９２－ 

j缶

■-E1pr■■■ﾛ､弓■-■■ロローー■■■■.■弓 い､２０pq年」
ｈ・

必)曰20011年 :ふ2002；年 巳Ｌ

～舐 2003 年と？ ＝‘ 

．‐晃.~尻

年蝿さ
全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗薗

(伸長率）

160,000 

(100.0） 

138,500 

(100.0） 

21,500 

(100.0） 

160,500 

(100.3） 

138,000 

(99.6） 

22,500 

(104.7） 

158,000 

(98.8） 

135,500 

(97.8） 

22,500 

(104.7） 

157,200 

(98.3） 

135,000 

(97.5） 

22,200 

(103.3） 

155,700 

(97.3） 

134,000 

(96.8） 

21,700 

(100.9） 

＜数量ペース＞ (単位:上段;万双､下段:％）

１打lAiZiiiZ1ijlij:ｺﾞﾐit 馳騨j蕊
r研Ⅱ、1

■ﾛムS■力

。．｢’1，，，．,‐,ワ
U･;し‐`村-瞑凸-合一h 鱗雄鰄戯簸;｛必 駈溢i1ij鱒iii篭愁jiiIiihi1i1謹聴i(；

抗菌 ０ 
･手袋内面

．－部手袋両面

･塩化ビニル・天然ゴム

･ポリエチレン・ニトリルゴム

防汚

防臭 ０ 
・手袋内面

．－部手袋両面

.塩化ビニル・天然ゴム

･ポリエチレン・ニトリルゴム

その他(防カビ） ０ 
・手袋内面

.－部手袋両面

･塩化ビニル・天然ゴム

･ポリエチレン・ニトリルゴム



18.家庭用手袋

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀｲﾌﾟ

(単位:％）

[数肚ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

・有機系の採用率が85％､無機系の採用率が15％となっている。

･使いまわしをする塩化ビニル製の手袋については､防カビ機能も必要なことから有機系が採用されてい

るケースが多いといわれている｡一方､ポリエチレン製の使い捨て手袋については､使用後長期間に渡

り保管することがないため､使用時に菌の発生を抑制するだけでよいことから､防カビ機能を有していな

い無機系の採用率が高いといわれている。

・前回調査時は､無機系の採用率が９０％となっていたが､近年は低コストである有機系の採用率の方が

高くなっている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､万双）

・日本で流通している製品の大半は､海外生産品となっている。

.また､抗菌加工製品についても海外拠点で生産されている。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

－９３－ 

薬剤ﾀｲﾌﾟ 構成比

有機系 85.0 

無機系 15.0 

その他(－）

材 貯質 ･塩化ビニル・天然ゴム

・ポリエチレン・ニトリルゴム

生産地やﾒｰｶｰの特徴 ･タイや台湾などのアジアでの生産が中心となっている。

；刀金Ｐｌ額十/､ Ａ構成比 敏くJL丑:〔1A
?』

!{強遊蕉⑩駒感量蕊

国内市場全体 10,600 

10,400 

8,800 

100.0 

98.1 

83.0 

157,200 

154,100 

131,000 

100.0 

98.0 

83.3 

－÷ 

→ 

－し

使用薬剤の特徴
・日本製と同様である。

･有機系・無機系

抗菌JIS規格対応状況 ･抗菌IIS規格に適応している。



18.家庭用手袋

3)海外における抗菌加エ製品の動き

･海外においても､抗菌加工製品は取り扱われている。

･近年は､ＳARSの影響から中国などで需要が高まりつつあるといわれている。

6.現状の課題と今後の方向性

－９４－ 

現状の課題 今後の方向性

･製品差別化が図れていないことから､低価格訴求

が進行している。

．「ECOマーク｣の取得と､抗菌加工化のいずれを

選択するかが､マーケティング上の課題となってい

る｡ 

・抗菌加工は､既に基本機能の一つとしての位置

付けが確立されていることから､全体市場における

抗菌ｶﾛｴ製品の割合は､今後も８０～90％で推移

していくものと推定されている。

.従って､現状の課題である製品差別化を図るべ

<､各社美容効果や癒しなどの高付加価値製品の

開発に今後も注力していくものと考えられている。



19.ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製まな板

1．市場概況

１)対象商品の定義

･当該調査では､家庭用のﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製まな板を対象とする。

2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

･1990年代後半のO-157対策や抗菌ブームが要因となり､抗菌ﾀｲﾌﾟを

中心に急激な伸びをみせた。

．しかし､現在全体市場(金額ベース)において抗菌加工製品の占める比

率は､約40％にとどまっている。

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔富士経済調ぺ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

5001,0001,5002,0002,5003,0003,500 

（単位:百万円）

－９５－ 

～１ ９ プラスチック製まな板

P-．ＬＰ■ 
曰.‐if｡…ｑｐＬ咄･･

:夏ｻﾞぞ２４：
-,-＆60 

も?`ｸﾞｰ
年１?蕊 :溌遡ijiij葬蘇蕊

上田FDﾛｰ･,李．,'千P､？■一･~･_,゛判。｡．． 識(j`1ji1i1蕊溌 灘惣ijii蕊蕊！ 璽11911蕊I1ii蕊Ｊ１
全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

3,200 

(100.0） 

1,300 

(100.0） 

1,900 

(100.0） 

3,200 

(100.0） 

1,290 

(99.2） 

1,910 

(100.5） 

3,180 

(99.4） 

1,285 

(98.8） 

1,895 

(99.7） 

3,150 

(98.4） 

1,280 

(98.5） 

1,870 

(98.4） 

3,150 

(98.4） 

1,280 

(98.5） 

1,870 

(98.4） 



19.プラスチック製まな板

＜数量ベース＞ (単位:上段;千枚､下段;％）

〔富士経済鯛べ〕

蝋
鰄2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

虹
iii鱸鱗

鑓

０１，０００2,0003,0004,0005,0006,0007,0008,000 

（単位:千枚）

2)市場の動きの特徴とその要因

・O-157対策がきっかけとなった抗菌ブーム時は､抗菌ﾀｲﾌﾟを中心に急激に全体市場は拡大したが、

一過性のものとなり､近年は消費低迷の影響も受けて､横這いで推移している。

.数量ベースでは､今後も買い替えの需要を中心に安定した推移が予測されるが､販売単価の低下によ

り金額ベースでは微減傾向となっている。

･抗菌加工製品市場は､金額ベース､数量ベースともに横這いで推移している。

3.抗菌加エの特徴

･プラスチック製まな板は､原料のポリエチレンに抗菌剤を繰り込んで成型､製造するため､まな板全体が抗菌

化されている。

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤タイプ

有機系

／３０％ 

(単位:％）

[数赴ベース］

－９６－ 

Lが2000年 2001年>魚 20,年h?(！
，，ノ〕ロ

ム２００３年 2004 
アら

年見込､１

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

6,600 

(100.0） 

2,600 

(100.0） 

4,000 

(100.0） 

6,700 

(101.5） 

2,650 

(101.9） 

4,050 

(l0L3） 

6,780 

(102.7） 

2,700 

(103.8） 

4,080 

(102.0） 

6,850 

(103.8） 

2,750 

(105.8） 

4,100 

(102.5） 

6,950 

(105.3） 

2,780 

(106.9） 

4,170 

(104.3） 

!:iiii1I､！ 
,.」．!.殆き_ｴ･-`■

I的:ｉＦｉ、
i告:占劃

ご-J--ざ

L自室由
Ｌ(ｿｾﾞﾌﾟｳﾒ･守:『.《;厚9･‘
‐．Ｊ｣.L,.．、良一｡.‘
■■■■■■■■■■■■■■ 

l抗ｉｇｍｉ柔の剛錐?ﾑﾂ！ 角ケヱグ 鰯;::iiiip茄襲戴黛獄範il織蕊 ｔ』

抗菌 ０ ・まな板全体 ・ポリエチレン

防汚

防臭

その他(－）

～…薬剤ﾀｲﾌﾟ Ⅱ~構成比

有機系 3.0 

無機系 62.0 

その他(有機･無機混練） 35.0 



19.ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製まな板

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

・無機系(銀系)抗菌剤の採用が比較的多くなっている。

・直接食物に触れる製品であるため､環境ホルモンもイメージされる有機系(合成系)を避ける傾向が強く

なっている｡有機系については､竹などを使用した天然系抗菌剤が主である。

・無機系は､効果は持続するが高ｺｽﾄであり､有機系は持続性に欠けるが低コストであるといった各々の

特徴を活かし､抗菌剤を混合することによって調節する｢有機･無機混練｣といった方法が近年多くなっ

てきている。（これは社内で抗菌剤を生産することが可能なメーカーにおいて主となっている)。

・このようなメーカーでは価格､抗菌剤の効果等､顧客のニーズに合わせた抗菌剤を配合する方法を採っ

ている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千枚､％）

･販売価格の低価格ニーズに伴い､海外輸入品の比率が高くなってきている。

・日本メーカーは､コストを抑えるために海外に生産拠点を移転してきているため、日本メーカーの海外生

産分も含めると､現在では50％程度(数量ベース)が海外輸入品であるといえる。

･海外輸入品のうち抗菌加工製品の占める割合は、日本国内市場全体(数量ベース)の約５０％であると推

測されている。

･海外メーカー品において抗菌加工製品は少ないとみられているが､一部の海外輸入品に抗菌剤ではな

い薬剤が使用されている製品があるといわれている。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

－９７－ 

ヘ

-F 村 質,A１
-DLL~Ｆ、

・ポリエチレン

生産地
↓! 

や
㎡
メーカーの特徴

LhI)lifii患!:LL}<ｈ
：ｉｒＴｉ#かノ

ー:へL:～i:叢:」、

・海外製品を取り扱う商社の参入により､関東を中心に販売価格が下落して

いるという声もある。

・問屋や童販店を中心にPB製品として韓国や台湾の製品を取り扱っている

ケースも増加傾向にある。

・日本メーカーは､中国や韓国での生産量は少ないが､マレーシアを中心に

海外の自社工場で生産するケースが増加傾向にある。

｢…{.． :金\額八Ｋ 構成比 ｌｊｉｔ/詩偽鰹
Ａ4,-里・【．

'錘ｌｉｉ
財。｡’

■Pauhl ili！!』;鰯ｉ (蕊1蕊iii掌ｉｎｉｌ鯛： 』Ｌ』

国内市場全体 3,150 

1,400 

750 

100.0 

44.4 

23.8 

6,850 

3,400 

1,700 

100.0 

49.6 

24.8 

一ケ

一ケ

￣し

便ﾐ用薬剤の特徴Ｆ１
・日本製と同様である。

・無機系(銀系)の割合が高い。

Y抗菌JIS規格対応状況
・抗菌JIS規格に適応している。

・これは、日本メーカーの海外拠点(自社工場)での生産が多いためである。
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3)海外における抗菌加エ製品の動き

･輸入製品の状況から見ると､抗菌加工品はほとんど流通していないものと見られている。

．しかし､烏インフルエンザやSARS等の影響や､欧米での抗菌技術の発達により､抗菌加工製品は増

加していくものと推測されている。

6.現状の課題と今後の方向性

－９８－ 
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!～ 

・全体市場の低価格化を阻止するべく新しい付加

価値を有した製品の開発が必要である。

・低価格化が進んでいるため､今後も海外の協力

工場や自社工場での生産割合は高くなっていくも

のと見られていることから､抗菌加工製品は大きく

伸びないものと見込まれている０



20.包丁

1．市場概況

１)対象商品の定義

・当該調査における包丁とは､家庭用包丁とし､業務用は対象外とする。

･包丁は､大きく｢和包丁｣と｢洋包丁｣に二分類される。

･和包丁とは､｢菜切り包丁｣｢出刃包丁｣｢刺身包丁｣の総称であり､洋包丁は､「三徳包丁｣｢剣型包丁」

「薄型包丁｣｢ペテイナイフ｣｢パン切り包丁｣｢冷凍包丁｣の総称である。

2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

･全体市場における抗菌加工製品の割合は､金額ベース､数量ベースとも

に約30％となっている。

･ユーザーの衛生面に対する意識は高まっているが､近年は､｢使い易さ」

や｢デザイン｣を重視する傾向にあることから､O-157が発生した１９９０

年代後半に比べると､抗菌加工製品に対する需要は減少している。

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔富士経済調べ〕

遜2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込篝
02,0004,0006,0008,00010,00012,00014,00016,00018,00020,000 

（単位:百万円）

－９９－ 
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全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

17,800 

(l0qo） 

5,600 

(100.0） 

１２，２００ 

(100.0） 

17,500 

(98.3） 

5,400 

(96.4） 

12,100 

(99.2） 

17,200 

(96.6） 

5,200 

(92.9） 

12,000 

(98.4） 

16,800 

(94.4） 

4,900 

(87.5） 

11,900 

(97.5） 

16,500 

(92.7） 

4,700 

(83.9） 

11,800 

(9ａ７） 



20.包丁

＜数量ベース＞ (単位:上段;千丁､下段;％）

〔富士経済調べ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

腿二Ｊ■ミゲー

蝋
鰄

■￣ 

01,0002,0003,0004,0005,0006,0007,0008,0009,000 

（単位:千丁）

2)市場の動きの特徴とその要因

･全体市場は､既に成熟期となっており新規需要の開拓が困難であることに加えて､ディスカウントショッ

プでの販売など安価な製品が増加していることから､金額ベース､数量ベースともに微減傾向にある。

．また､全体市場が微減傾向にある要因として､食生活や家族構成､ﾗｲﾌスタイルの変化といった様々な

社会的背景の影響により､家庭における調理機会が減少していることから､包丁に対する需要も減少し

ているという見解も挙げられている。

･抗菌加工製品市場については､ユーザーの抗菌加工に対する関心が薄れてきていることに加えて､製

品の重視ポイントとして抗菌加工の他に、｢使い易さ｣や｢デザイン｣等も着目されてきていることから､金

額ベース､数量ベースともに縮小傾向で推移している。

3.抗菌加エの特徴

・樹脂やステンレス等の素材に抗菌剤を繰り込む方法を採用している。

・積層強化木を素材とした柄については､ほとんど抗菌加工を施しているというメーカーも見られる。

－１００－ 

PIhp 

1,/､ 

し)ilI;〕2QQQ二霧iIf二！ が200t年〔五 2002i年ﾉｺﾞ” f<2003:年i４ ;麹2p041判

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

7,800 

(100.0） 

2,300 

(100.0） 

5,500 

(100.0） 

7,700 

(98.7） 

2,200 

(95.7） 

5,500 

(100.0） 

7,600 

(97.4） 

2,100 

(91.3） 

5,500 

(100.0） 

7,400 

(94.9） 

2,000 

(87.0） 

5,400 

(98.2） 

7,300 

(93.6） 

1,900 

(82.6） 

5,400 

(98.2） 

mliiiiiij主ijiji自
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抗菌 ０ 

･柄(ハンドル）

・刃

･樹脂(エストラマー樹脂､ＡＢＳ樹

脂､ポリプロピレン樹脂等）

･積層強化木・ステンレス

･ステンレス・セラミック

防汚

防臭

その他(－）



20.包丁

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

無機系
100.096 

[数通ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

・無機系の採用率が100％となっており､大半が銀であるといわれている。

・無機系を採用する理由として､他の抗菌剤に比べて人体に対する影響度と安定性に優れている点が挙

げられている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千丁､％）

・日本国内市場全体が微減傾向にあるため､海外輸入品及び海外の抗菌加工製品市場も微減傾向にあ

る。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

－１０１－ 

薬剤ﾀｲﾌﾟ 「だjﾋﾟﾉ<樽 成日比

有機系

無機系 100.0 

その他(－）
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・樹脂

・ステンレス・セラミック
.,,｡,.-1や一････I.,ヴ,,1J‐.,
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(生産地やﾒ堂カーの特徴1
...-－，．r,‐パ－Ｊ．－－｛．-.--ゴ

・主な海外生産地は､中国､台湾､韓国等のアジアである。

・貝印は､中国の自社工場で日本向け製品を生産している。

?ふぐJ1金fLj額ﾐｶﾞ
ｰ｡。_,。.。~洋,･･L･ﾛ４
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国内市場全体 16,800 

6,600 

740 

100.0 

39.3 

4.4 

7,400 

3,000 

300 

100.0 

40.5 

４．１ 

､△ 

～公

～か

使用薬剤の特徴｢し！ ･無機系

抗菌JIS規格対応状況 ・日本メーカーの海外生産分は､抗菌JIS規格に適応している。



20.包丁

3)海外における抗菌加エ製品の動き

･欧米や､中国などのアジアでは､包丁の抗菌加工製品の普及率は日本に比べて低く､抗菌加工製品に

対する関心度もあまり高まっていない。

．従って､包丁の抗菌加工製品に対する需要は大きくないとされている。

6.現状の課題と今後の方向性

－１０２－ 

-.,.｡､UDID7..ﾛ-h凸P1

i〈舞羅i蕊蕊蕊親状の課題
､弓

:>;■:j():(!i:卜,,111忽!:と念鷺⑫方向煙ｈｉＪｉ:11<}丁:：
・包丁市場全体が低迷している。

・O-157が発生した当時に比べて､ユーザーの抗

菌ｶﾛｴに対する関心や重視度が低下している。

・ユーザーが抗菌効果を実感しにくい。

・ユーザーニーズが､抗菌ｶﾛｴから｢使い易さ｣や

「デザイン｣に移行してきている。

・抗菌加工を施すことによりコストは高くなるが､抗

菌ｶﾛｴ製品であることを訴求しても売上増には繋

がらないため､主力商品として取り扱われていな

い。

･抗菌ｶﾛｴは､既に機能の一つとして捉えられてい

ることから▼製品差別化を図るための訴求ポイント

として重視されることはあまりないものと見込まれて

いる。

．また､ユーザーの衛生面に対する意識は高まって

きているが､抗菌ｶﾛｴに対する関心や重視度は低

下してきていることから､高コストな抗菌ｶﾛｴ製品

の開発は積極的に行われないものと考えられてい

る◎ 

.従って､抗菌加工製品市場は､今後も微減傾向で

推移していくものと推定されている。



21.風呂ブタ(防カピカロエ製品）

1．市場概況

１)対象商品の定義(･海外輸入品の動向）

･家庭用の風呂ブタを対象としており､浴槽メーカーへのＯＥＭ品も含むものとする。

・シャッター式､組み合わせ式の2タイプがある。＿

2)抗菌製品の対象品目市場での抗菌ｶﾛｴ製品の位置付け (非防

・風呂ブタについては､「防カビ加工｣である。

・防カビ剤においては､チオベンダゾールの採用率がほぼ100％となって

いるものと考えられている。

・全体市場(数量ベース)の約７０％を占めていると考えられている｢SＧマ

ーク製品｣には､全て防カピカロエが施されている。

＜参考＞

・防カビ剤による防カピカロエを広義の抗菌として捉えた場合､抗菌加工製

品の市場規模は､2003年時点で､金額ベースで77億５千万円､数量ベ

ースで407万個の規模と推定されている。

・抗菌(防カビ)化率は､金額ベースで85.6％となっている。
[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌ｶﾛｴ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔富士経済調ぺ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

01,0002,0003,0004,0005,0006,0007,0008,0009,00010,000 

（単位:百万円）

－１０３－ 

２１ 
/ﾛH 
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風呂ブタ(防カビ加エ製品）

,jtlH/ii200(》羊】亜’
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全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

8,950 

(100.0） 

0 

(100.0） 

8,950 

(100.0） 

8,900 

(99.4） 

0 

(100.0） 

8,900 

(99.4） 

9,000 

(1006） 

０ 

(100.0） 

9,000 

(100.6） 

9,050 

(101.1） 

0 

(100.0） 

9,050 

(101.1） 

8,950 

(100.0） 

0 

(100.0） 

8,950 

(100.0） 

<参考>防カビ

(伸長率）

7,600 

(100.0） 

7,550 

(99.3） 

7,700 

(101.3） 

7,750 

(102.0） 

7,750 

(102.0） 



21.風呂ブタ(防カビ加工興品）

＜数量ペース＞ (単位:上段;千個､下段;％）

〔富士経済調べ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

厄罪写霜１

０ 1,0002,0003,0004,0005,0006,000 

（単位:千個）

2)市場の動きの特徴とその要因

・ｼｬｯﾀｰ式風呂ブタは､結合部分が劣化し割れることが多いため､メーカーでは約2～3年間隔で買い

替え需要が見込まれているが､実際は5年に1度程度となっており市場全体は伸び悩んでいる。

・防カピカロェ製品は､市場全体(数量ベース)の約85％を占めており定着している。

＜参考＞

．また､防カビ加工製品が定着してきている中､防汚を目的とした擬水加工製品を差別化製品として品揃

えしてきているメーカーも見られる。

3.抗菌加エの特徴

・当品目については､防カビ剤を使用した｢防カピカロエ｣製品となっている。

・ポリプロピレン等の樹脂製品については材料に防カビ剤が練り込まれている。

・組み合わせ式製品については､アルミ樹脂複合板等となっており､アルミに抗菌剤を練りこんだ樹脂をコーテ

ィングするような形で加工している。

－１０４－ 
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全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

4,600 

(100.0） 

０ 

(100.0） 

4,600 

(100.0） 

4,600 

(100.0） 

０ 

(100.0） 

4,600 

(100.0） 

4,700 

(102.2） 

0 

(100.0） 

4,700 

(102.2） 

4,770 

(103.7） 

０ 

(100.0） 

4,770 

(103.7） 

4,780 

(103.9） 

0 

(100.0） 

4,780 

(103.9） 

<参考>防カビ

(伸長率）

3,900 

(100.0） 

3,900 

(100.0） 

4,000 

(102.6） 

4,070 

(104.4） 

4pO80 

(104.6） 
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抗菌

防汚

防臭

その他(防カビ） ○ 
･風呂ブタ全体(本体､ふち） ・ポリプロピレン・ポリエチレン

・ABS樹脂他



21.風呂ブタ(防カビ加工製品）

4.使用抗菌剤の特徴(※防カビ剤）

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

[数趾ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･防カビ剤においては､有機系のチオベンダゾールが100％を占めているとされている。

･チオベンダゾールは､安全設計上のデータも豊富な上､少量で大きな効果が得られるというコストパフォ

ーマンスが採用するにあたっての大きなポイントとなっている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

● 

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千個､％）

・風呂ブタは日本固有の風呂文化に対応したアイテムであるため､海外メーカー品は見られない。

・日本メーカーが生産拠点を海外に置いていることが多く､約55％(数量ベース)が海外輸入品である。

.また風呂ブタには､抗菌加工製品は存在しない。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況(※防カビ剤）

3)海外における抗菌ｶﾛｴ製品の動き

･風呂ブタは日本固有の風呂文化に対応したアイテムであるため､海外では見られないといわれている。

－１０５－ 

薬剤タイプ刀■ｴル ::<槽と成行比 ごY

－－.Ｈ 

有機系 100.0 

無機系

その他(－）

村 質＝工 ・ポリプロピレン

生産地やﾒｰｶｰの特徴 ・日本メーカーが海外に自社工場を設置し､生産している。

升:金ｺﾞ?額牙!： .「構成比 数(に丘nTi
!､。_ﾛ :#lIiiiiiI蟻 裁薗鍾動戯11蕊

国内市場全体 9,050 

3,500 

０ 

100.0 

38.7 

0.0 

4,770 

2,600 

０ 

100.0 

54.5 

0.0 

→ 

－ヶ

－し

使用薬剤の特徴nＪｺﾞ人
・日本製と同様である。

･有機系合成防カビ剤が中心となっている。

抗菌JIS規格対応状況： ・防カビ剤のため該当しない。



21.風呂ブタ(防カビ加丁製品）

6.現状の課題と今後の方向性

－１０６－ 

)ｌｊＩｌ'）観#liZ騨鬮 ムバ.!録合麓の方liil住ij訓〕工；
･製品が丈夫になり､軽量化もすすみ､防カビ等の

機能により汚れ落ちも良くなってきているため、買

い替え需要の減少傾向が見られており､売れ筋商

品の単価を高く設定していくことで利益を確保して

いく必要性が高まっている。

･形状等のデザイン性で差別化を計りにくい製品で

あるため、「嬢水加工｣のような新たな機能が求め

られている。

･安価な無機系抗菌剤の開発等があれば､今後安

全性を訴求した抗菌加工製品が品揃えされてくる

のではないかと考えられている。



22.湯上りパスマット

1．市場概況

１)対象商品の定義

･当該調査における湯上りバスﾏｯﾄとは､浴室から出た際に体に付着している水を拭き取るために使用

するマットとする。

･主な素材は､吸水性に優れているアクリルである。

鱒
2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

･全体市場において抗菌加工製品が占める割合は､金額ベース､数量ベ

ースともに約70％となっている。

･湯上りバスﾏｯﾄは､水分を吸収する製品であることから雑菌が繁殖し易

い環境にあるため､抗菌化率が高くなっており､抗菌加工の基本機能の

としての位置付けが確立されつつある。

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔富士経済調べ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

01,0002,0003,0004,0005,0006,0007,0008,0009,00010,000 

（単位:百万円）

1０７－ 

２２ 湯上がりバスマット

小口

報12伽洋《1１
鋒Ｅ・,よ■

■9..：-,,.-.ＪＣ－ 

ｉｉ慈200 年 :/A麺蝉認霧 驚麺迩蕊鋒 刈醒 (鍵iX噸i蕊2S >-ﾊ鋲’
勤役b二'

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

9,000 

(100.0） 

7,100 

(100.0） 

1,900 

(100.0） 

9,000 

(100.0） 

6,800 

(95.8） 

2,200 

(115.8） 

9,100 

(101.1） 

6,600 

(93.0） 

2,500 

(131.6） 

9,200 

(102.2） 

6,400 

(90.1） 

2,800 

(147.4） 

9,300 

(103.3） 

6,200 

(87.3） 

3,100 

(163.2） 



22,湯上りパスマット

＜数量ベース＞ (単位:上段;千枚､下段;％）

〔富士経済調ぺ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

01,0002,0003,0004,0005,0006,0007,0008,0009,00010,000 

（単位:千枚）

２)市場の動きの特徴とその要因

・安価な海外輸入品が増加してきたことにより､買い替え頻度が高まってきていることから､全体市場は、

金額ベース､数量ベースともに拡大傾向にある。

.しかし､抗菌加工製品市場については､1990年代後半から起きた｢抗菌ブーム｣と比較すると､ユーザー

の抗菌に対する関心が薄れていることに加えて､非抗菌の低価格製品が増加傾向にあることが影響し、

市場規模は縮小傾向にある。

3.抗菌加エの特徴

・抗菌加工方法は､アクリル等の繊維に抗菌剤を練り込む加工方法が主流となっている。

･繊維上に発生する白癬菌や緑濃菌などの増殖を抑制するとともに､防臭機能も兼ね備えている製品が多く見

られる。

.主に使用されている素材は､吸収性や耐久性に優れているアクリルである。

－１０８－ 

2<、年?八（
価ﾛ
ﾄﾛ 

2001年 2002葬丸 2003年ﾉ： ,i2004年jﾖ漣

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

，（伸長率）

8,300 

(100.0） 

6,600 

(100.0） 

1,700 

(100.0） 

8,500 

(102.4） 

6,400 

(97.0） 

2,100 

(123.5） 

8,600 

(103.6） 

6,100 

(92.4） 

2,500 

(147.1） 

8,700 

（104.8） 

5,900 

(89.4） 

2,800 

(164.7） 

8,800 

(106.0） 

5,600 

(84.8） 

3,200 

(188.2） 

;驚露'鍵i11ii堕媚戯｣;<j１列； ←`--~:ﾆｰﾋﾟ.小Z､１１ {<T則:､抗菌加土iか部位ｗ?ｆ鋼１ 1ﾌﾞ強抗麿ijijﾕ鍬漠樹苅縄徽
：j-夢・U2、

抗菌 ０ 
・パイル ･アクリル・ポリエステル

･綿

防汚

防臭 ０ 
・パイル .アクリル糸・ポリエステル

・綿

その他(_）



22.場上りバスマット

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤タイプ

(単位:％）

[数量ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･無機系の採用率が80％､有機系が20％となっている。

･無機系を採用する理由として､表面分布させれば少量で広範囲に効果が現れるという特性を有している

ことや､人体に与える影響度が低いことなどが挙げられている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千枚､％）

･生産コストが低い中国などのアジアでの生産が増加傾向にある。

・日本国内市場全体における抗菌加工製品の占める割合は､金額ベース､数量ベースともに約40％となっ

ている。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

－１０９－ 

薬剤鋤プ
型:鰯 ,．｣ゥ‐ノ・Ｔ

Ｊ 

樵ﾐｸﾞ成丁比■WiY:iｉＦ

有機系 20.0 

無機系 80.0 

その他(－）

村:丘質ＩＨｉｉ
L孝.端アー掛卜孝Ｊ,'ず

･アクリル

･ポリエステル

･綿筆

生産地や)ﾒｰｶｰ1M)特徴 ･主な生産地は､中国である。

ﾊﾌﾞ金?１類~:し‘ 構成瞳i( <鑓(}蟻ｆ嚢鐸Ｉ :i1ii鱗Ｉ 蕊懸ii灘jiilIliIil蕊蕊}：

国内市場全体 9,200 

6,500 

3,300 

100.0 

70.7 

35.9 

8,700 

6,100 

3,100 

100.0 

70.1 

35.6 

､公

ニレ

－Ｆ 

.,----Ｊ 

使用薬剤の持徴
・無機系(銀）

・有機系(第四級アンモニウム塩）

且

抗菌JIS規格対応状況

・日本メーカーの海外生産分は､抗菌JIS規格に対応している。

・海外メーカー品の一部には､厳密な抗菌作用は疑問視される製品があると

いわれている。



22.場上りバスマット

3)海外における抗菌加エ製品の動き

･近年の中国において湯上りバスﾏｯﾄの抗菌加工製品に対する需要動向には特に変化は見られず､横

這いで推移しているといわれている。

．しかし､ＳARSの発生を機に､衛生面に対する関心が高まっていることや､抗菌加工製品をはじめとする

高付加価値が備わった商品が高級所得者のｽﾃｲﾀｽとなりつつあることから､抗菌加工製品市場は今

後拡大していくのではないかと見込まれている。

6.現状の課題と今後の方向性

－１１０－ 

享j1JKJll)jIliii慰逹灘議後⑫加憧 ＤＪ‐ﾛJT-p 

･抗菌JIS規格に適応していない製品の流入。

･ユーザーの抗菌ｶﾛｴに対する重視度の低下。

・湯上りパスマット市場において抗菌加工は､基本

機能の一つとして捉えられているが､抗菌ニーズ

の低下や､低価格製品の増ｶﾛにより､抗菌ｶﾛｴ製

品市場は､数量ベース､金額ベースともに微減傾

向で推移していくものと見込まれている。



23.風呂こしかけ

1．市場概況

１)対象商品の定駿

・当該調査における風呂こしかけとは､浴室内で使用する樹脂製や木製の椅子とする。

．但し､背もたれや､肘掛のついた椅子ﾀｲﾌﾟの製品については､対象外とする。

非抗菌
2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

・抗菌以外の機能として､雑菌やカビの繁殖を抑制することにより､黒ずみ

やぬめりを防止する機能が付与されている。

・全体市場における抗菌加工製品の占める割合は､約86％となっている。

・風呂こしかけ市場において抗菌加工は､標準機能としての位置付けが

確立されつつある。

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔富士経済調ぺ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

1,0001,5002,0002,5003,0003,500 

（単位:百万円）

500 0 

-111-

印２Ｓ 風呂こしかIナ

Ｆ７ｦ日＝？ .■へ:-.、ﾜﾏﾊ
H1j 

ロ.弓,・角,,診弓､､其
．ｚ・閂ｆ・堅ｊ４＄ LJ;jmd霧 ＳＩＩや 〉零》一睡１『〉》叩←ご‐排二面か一出ぬ，、拝辮一》串，，．← ■、可鍼、巳ワョョロロ■）ｒ□グＬ釣 麹鍵醗譲灘 ｉｆ蕊:1画，;!|鍵灘 ｉｆ(IiibQi蕊蕊蕊

全体

(伸長率）

抗菌
(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

3,000 

(100.0） 

2,600 

(100.0） 

400 

(100.0） 

3,000 

(100.0） 

2,600 

(100.0） 

400 

(100.0） 

3,100 

(103.3） 

2,650 

(lOL9） 

４５０ 

(112.5） 

3,150 

(105.0） 

2,700 

(103.8） 

450 

(112.5） 

3,150 

(105.0） 

2,700 

(103.8） 

４５０ 

(112.5） 



23.風呂こしかけ

(単位:上段;千個､下段;％）＜数量ペース＞

〔富士経済調べ〕

１１ 2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

5,000 6,000 

(単位､:千個）

4,000 1,000 2,000 3,000 

2)市場の動きの特徴とその要因

･全体市場は､ある程度一般家庭に普及している製品であるため､新規需要よりも買い替え需要が中心と

なっていることから､金額ベース､数量ベースともに近年は横這いで推移している。

･抗菌加工製品市場については､全体市場における抗菌加工製品の占める割合が約90％となっているこ

とから､金額ベース､数量ベースともに全体市場と同様の傾向を見せており､ほぼ横這い傾向で推移し

ている。

3.抗菌加エの特徴

･風呂こしかけの主な材質は､ポリプロピレン樹脂である。

･樹脂に抗菌剤を練り込む方法で､抗菌加工が施されている。

－１１２－ 

．．－.．::(占鶴入..-－．‐， 人{掴o0qi蕊(： 2001年
率河.号･弓

2噸蕉一､、 003年 i2plYl鰯堤
品>

込

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

4,800 

(100.0） 

4,100 

(100.0） 

700 

(100.0） 

4,800 

(100.0） 

4,100 

(100.0） 

700 

(100.0） 

4,900 

(102.1） 

4,200 

(102.4） 

700 

(100.0） 

5,000 

(104.2） 

4,250 

(103.7） 

750 

(107.1）． 

5,000 

(104.2） 

4,250 

(103.7） 

750 

(107.1） 

:醗蕊liiiH1liIiji鋤ﾄﾞﾖiii;}鮮欝 薄'j#蟻織薗jhfl:ｉｉｉ)ilil瞳了講 『)j擬銭ii繊懲i藤ii鹸纐!録
抗菌 ０ .滑り止めゴム以外 ・樹脂(ポリプロピレン等）

防汚

防臭

その他(－）



23.風呂こしかけ

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

[数量ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

・無機系抗菌剤の採用率が100％となっており､大半が銀であると推測されている。

・無機系抗菌剤を採用している理由として､人体への影響度の低さが挙げられている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千個､％）

、日本国内市場全体における海外輸入品の占める割合は､数量ベース､金額ベースともに約８４％となって

いる。

．また、日本国内市場全体における海外輸入品の抗菌加工製品の占める割合は､金額べ￣ス､数量べ￣

スともに約７５％となっている。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

-113-

～'1ﾂﾞｴｰ薬剤sPfプ
－ｓ 

『
催

、■PIL－Ｌ■

ゾ
:」構彫成署比雁

凸.Ｔ，．

有機系

無機系 100.0 

その他(－）

Lﾌﾞﾆｰ材
，『已乢

質::;iが;と＝ ・樹脂(ポリプロピレン等）

生産

：、.．￣.．、力・‐．。．￣.｡.‐,．.-よ’.~．￣

地や，(認!=の特徴
：-,_形：轌〆_z-2~二・~Ｌｪ，.。,：;一・

・中国で生産しているメーカーもあるが、日本国内のみの生産で需要に対応

しているメーカーも見られる。

<lib壷〈:(額i;し÷ 構成比忠
1-~が＞011...07U･･D'0....,Ｌ1,J．｡｡F弓

？)蝋鱗#J匹溌;蕊 :１１lijiI鰹!｝ 溌蕊iii霧iiilIiijii1 蕊溌蕊Ｉ勧蕊ぺ繋蕊ﾋﾞノ

国内市場全体 3,150 

2,650 

2,350 

100.0 

84.1 

74.6 

5,000 

4,200 

3,750 

100.0 

84.0 

75.0 

_÷ 

－十

－し

使用薬剤の特蟻~:)了 ･無機系(銀）
、

抗菌JIS規格対応状況’
・海外メーカー品の一部には､抗菌JIS規格に適応していない製品も見られ

る｡ 



23.風呂こしかけ

3)海外における抗菌加エ製品の動き

･風呂こしかけの家庭への普及率は日本程高くないが､中国などの海外においても取り扱われている。

･但し､海外において流通している製品が抗菌加工製品であるかは不明とされている。

ｅ現状の課題と今後の方向性

－１１４．－ 

,,・・卍･釉礼．．･゛-4,-,

塗）;(if::1場Afの腺題
．』=

冠』〈蕊?:三<i)/};》<二=/今後の方向性が
．買い替え需要が低迷している。 ･今後も抗菌加工は施されていくものと見込まれて

おり､抗菌加工の標準機能としての位置付けは変

わらないものと考えられている。



24.風呂用ﾏｯﾄ/スノー(防カビ加工製品）

1．市場概況

１)対象商品の定義

･浴室内に敷くことを目的としたマット類､スノコ類を対象とする。

(非防2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

･風呂用マット/スノコにおいて採用されている薬剤のほとんどが､チオベ

ンダゾールであるといわれている。

・当該製品は､浴室で使用するため､防カビ機能が重要となっており､低

価格製品を除くほとんどの製品に防カピカロエが施されている。

＜参考＞

・防カビ剤による防カビ加工を広義の抗菌として捉えた場合､国内全体市

場における抗菌化率は､金額ベースで84.1％となっている。

・2003年の抗菌加工製品の市場規模は､金額ベースで34億5千万円､数

量ベースで500万枚と推定されている。
[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔富士経済調ぺ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

0５００1,0001,5002,0002,5003,0003,5004,0004,500 

（単位:百万円）

－１１５－ 

2４ 風呂用マット/スノコ(防カビ加エ製品）

‘呼べ--,+--.ｅ呉旧

iLzハ！、トバ，

懲処､
●PFIPIhロ
■■角Ⅱn
D--ログ１，

－９６'乱Ｐ 擦熱 己蕊2ｌｘ11年 !:!:鉋雌津
』.-号:-Fぷ･~,。;`､,､ローＩ

ｑ溌蕊20031：
1.-~ｆ１－~-＄‐麹⑭.一二､召･入….'と. ｎａＰも打日‐Ⅱ》河丑括浄‐程 質か‐角沁鞍

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

4,230 

(100.0） 

0 

(100.0） 

4,230 

(100.0） 

4,150 

(98.1） 

0 

(100.0） 

4,150 

(981） 

4,130 

(97.6） 

0 

(100.0） 

4,130 

(97.6） 

4,100 

(96.9） 

0 

(100.0） 

4,100 

(96.9） 

4,100 

(96.9） 

0 

(100.0） 

4,100 

(96.9） 

<参考>防カビ

(伸長率）

3,600 

(100.0） 

3,550 

(98.6） 

3,500 

(97.2） 

3,450 

(95.8） 

3,450 

(95.8） 



24.風呂用ﾏｯﾄ/ｽﾉｰ(防カビ加工製品）

＜数量ペース＞ (単位:上段;千枚､下段;％）

〔富士経済鯛べ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

厄罪F蒲１

01,0002,0003,0004,0005,0006,0007,000 

（単位:千枚）

2)市場の動きの特徴とその要因

・全体市場は､低価格化が著しい発砲ポリエチレン製ﾏｯﾄと､防カピカロエ等の機能性が高くなっているＥ

ＶＡの高級風呂ﾏｯﾄに二極化する傾向が強まっている。

､価格の低下が著しい発砲ポリエチレンﾏｯﾄにおいても防カピカロエを施している製品も見られるが、主要

となっている製品は､消耗品感覚で手軽に購入できる非抗菌の低価格製品である○

3.抗菌加エの特徴

・防カビ剤の採用がほとんどである。

・素材に繰り込んで加工するために製品全体への加工となる。

－１１６－ 

)l2QQ@幕
顯覆訟卒..､
Ｊ･･-...斗!

，」1h軒

2001 年 ２ 潔溌 :;iＡ２<2003;瑁属;？【 li蕊０００無職３ 叉・咀芭

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

|（伸長率）

5,600 

(100.0） 

０ 

(100.0） 

5,600 

(100.0） 

5,750 

(102.7） 

0 

(100.0） 

5,750 

(102.7） 

5,850 

(104.5） 

0 

(100.0） 

5,850 

(104.5） 

6,000 

(107.1） 

０ 

(100.0） 

6,000 

(107.1） 

6,100 

(108.9） 

0 

(100.0） 

6,100 

(108.9） 

<参考>防ｶビ

(伸長率）

4,750 

(100.0） 

4,850 

(102.1） 

4,900 

(103.2） 

5,000 

(105.3） 

5,050 

(106.3） 

撚譲lijliii1iilI鐘i鱸ｉｉｉ蕊蕊葱 IIL総熱J1銃p1jj9戴郡Ｉ堂:}ii蕊溌＃ 薗駒醇鵜鰯iii鱗i鷲jＨ 》》囮酵》Ｐ，（．ｔ・も□・・

抗菌

防汚

防臭

その他(防カビ） ０ 
・スノコマット全体 ・EVA樹脂

・発砲ポリエチレン



24.風呂用マット/スノー(防カビ加工製品）

4.使用抗菌剤の特徴(※防カビ剤）

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

[数量ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･風呂用スノー／ﾏｯﾄでは､抗菌加工ではなく､防カピカロエとなっている。

．極少量で抗菌効果を示す有機系抗菌剤(防カビ剤)チオベンダゾールは､低コストであることから採用さ

れているケースが多いといわれている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

．①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千枚､％）

・海外輸入品市場は、日本メーカーの海外生産分のみとなっている。

・２００３年現在､海外輸入品の市場全体に占める割合は､数量ベースで２０％となっており､抗菌加工製品

は見られない。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

1１７－ 

年「:薬剤ﾀｲﾌﾟ `~-槽~成Ｉ比司…

有機系(合成系） 100.0 

無機系

その他(－）

材丘質

・日本製と同様である。

･発砲ポリウレタン

･ＥＶＡ等
1--.-ｲ 

生産地やﾒ唇カーの特徴
qﾛ゛h‘

･海南系メーカーをはじめとする参入メーカーは､中国を中心としたアジアに

自社工場を開設しており､技術を投入して生産している。

、金 額上;/Ⅱ 構成比;「 f?１入数：！ jlUi:愛'： 灘JiI蟻； 薮蕊識熟嚇,篭羅

国内市場全体 4,100 

700 

0 

100.0 

17.1 

0.0 

6,000 

1,200 

0 

100.0 

20.0 

０．０ 

￣し

－ケ

→ 

使用薬剤の特徴 ･抗菌加工製品なく､該当しない。

抗菌JIS規格対応状況 ･抗菌加工製品なく､該当しない。



24.風呂用ﾏｯﾄ/スノコ(防カビ加工製品）

3)海外における抗菌加エ製品の動き

･風呂用ﾏｯﾄ／スノコは、日本独自の製品であるため海外での需要はほとんどないといわれている。

6.現状の課題と今後の方向性

－１１８－ 

戸
?!漁Ｊｌｉｌ蕊溌蕊蕊現橡の曝題 ■P-回グ

０，臼や~ザ

．,「も9,

,J 

－J人醗:えがく
■ 

ﾌﾞｲ{;今後の方向性ﾉ』
ﾛ.寸.･慾擦貯．、．.`..'･
一口j課．．_，、--,-ゴマ」モヘー，

･EVAマット等の比較的高額な製品で利益を確保

する。

．買い替え購入時に消費者が重視するポイントであ

る安全性や､軽量化をアピールするパッケージン

グの工夫などが重要となる。

･バスシステム化が進み､床が樹脂製であるため、

マットを必要としない消費者が増加するものと考え

られている。

･風呂マットや､スノコに対する需要は減少していく

ものと考えられている。

･現状でも見られるような屋外用マット等の別用途で

使用されるケースが増加していくものと考えられて

おり､防カビ加工や抗菌ｶﾛｴが施される可能性は

低くなると見られている。



25.ポディスポンジ

1．市場概況

１)対象商品の定義

･浴室で入浴の際に肌を洗うために使用するスポンジを対象とする。

・素材はポリウレタンフォーム(スポンジ)を中心に､綿､ポリエステル､ナイロン等の素材でスポンジを包

む形の製品が増加している。

2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け 抗菌
10.5％ 

・ボディスポンジは､直接肌を洗うためのものであるため、「ケミカルなもの

が配合されている製品を選びたくない｣といったユーザーの心理が強い

製品である。

.そのため､全体市場(金額ベース)における抗菌化率は10.5％と低く､上

位4社の中でも抗菌加工製品を取り扱っているのは､１社のみとなってい

る。

・ユーザーの抗菌加工製品へのニーズも市場の動向と同様に約１０％とさ

れており､他社の参入も見られない。

・キトサンやアロエ等､抗菌目的ではなく｢肌にやさしい｣や｢潤い成分｣等

の他の目的として採用されている製品が多く見られる。
[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔富士経済調ぺ〕

唖2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

１，， 

』

灘鰯 1,370 

０２００４００６００８００1,0001,2001,4001,6001,800 

（単位:百万円）

－１１９－ 

２５ 
ＪＬ 

ポディスポンジ

ぞ７４１牢．.,學1-.聖..、,--'－．，小聖’,、’一･八
､ｂ，‐ィ，

凋帥Ｃｌ挙恋?J１ :溌魎瀧議： 灘ljii1jil蟻篭ｌｊｌｉ
Ｆ上

!ji霧 蔚叫凡弘事彌 鐘jiiliiHi鴬蕊」;iｉ
全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

1,510 

(100.0） 

160 

(100.0） 

1,350 

(100.0） 

1,510 

(100.0） 

160 

(100.0） 

1,350 

(100.0） 

1,520 

(100.7） 

160 

(100.0） 

1,360 

(100.7） 

1,520 

(100.7） 

160 

(100.0） 

1,360 

(100.7） 

1,530 

(101.3） 

160 

(100.0） 

1,370 

(101.5） 



25.ポディスポンジ

＜数量ベース＞ (単位:上段;千個､下段;％）

〔富士経済調ぺ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

０２，０００4,0006,0008,00010,00012,00014,00016,000 

（単位:千個）

2)市場の動きの特徴とその要因

・ボディスポンジは､ポディタオルほど普及しておらず､市場の動きは活発ではない。

・全体市場は､店頭価格が比較的安定していることから､暫らくは安定した推移となるものと見込まれてい

る。

・抗菌加工製品市場は､全体市場の数量ベース､金額ベースともに約１０％の規模ではあるが､近年は安

定した需要をみせている。

3.抗菌加エの特徴

・生産時に素材自体に抗菌剤を練りこんで製造する為､スポンジ全体が抗菌加工されている。

・スポンジをナイロンや綿等の袋で包んだタイプの製品では､外側の袋素材にも抗菌加工が施されている。

－１２０－ 

~:J;ﾃﾐ:Ｉ鞭琴::熟 (鋲〈蝋丸 2000年'（ 脾I 2001年 2002年《人:/IＬ ＝2003年 DＪ 
2004 年感囚

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

14,950 

(100.0） 

1,500 

(100.0） 

13,450 

(100.0） 

14,960 

(100.1） 

1,500 

(100.0） 

１３，４６０ 

(100.1） 

14,970 

(100.1） 

1,500 

(1000） 

13,470 

(100.1） 

14,980 

(100.2） 

1,500 

(100.0） 

13,480 

(100.2） 

14,990 

(100.3） 

1,500 

(100.0） 

13,490 

(100.3） 

灘'5111111 13,450 

;灘顛鰯 13,460 

imiiiiiHiji： 13,470 

鱗1M蝋113,480

蝋11M1$113,490

国抗菌

ロ非抗菌

￣ 

ロ

iijiil蝋11,噸ii壇i鰯壷蕊 A,ＪＰ 
ｎＩ、 jiblMmn灘》iiIDji2韓蕊 灘識我i2m臓一一二一一.,-－．～｣-,-.ロ,.=`~､'ユ■･_･Ｐ－．２－＝-- 識;鰯ii1ili瀞 、。‐巡圭・＄

抗菌 ０ 
･製品全体

(スポンジ､袋素材）

・ポリウレタンフォーム・ナイロン

･綿・ポリエステル等

防汚

防臭 ０ 
･製品全体

(スポンジ､袋素材）

･ポリウレタンフォーム・ナイロン

･綿・ポリエステル筆

その他(－）



25.ポディスポンジ

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

[数避ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･抗菌作用が穏やかな無機系(銀系)と天然系抗菌剤が使われている。

･天然系(ヒノキチオール等)を採用している製品は､環境性や､肌にやさしい植物性を訴求している。

･無機系(銀系)を採用している製品においては､人体に与える影響度が低い点が訴求されている。

･有機系と無機系のいずれを採用した場合も、「SEKマーク｣を取得した抗菌剤が採用されている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千個､％）

・日本メーカーでは､海南系メーカーを中心に海外の自社工場で製造していることから､海外輸入品の割

合は金額ベース､数量ベースともに約8％である。

．しかし､海外輸入品に抗菌加工製品は見られない。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

－１２１－ 

薬剤ﾀｲﾌﾟ！ P;):;Ｗ琴構Y成引比､ﾂﾞJ…だｉｌｉ

有機系(天然系） 30.0 

無機系(銀系） 70.0 

その他(－）

少 ､村fFl::１質くり:1
--・・・、．｡＿‐‐＿」‐Ｌ‐｡ﾏｮﾆ

－，J． 

_r、,功

、

・日本製と同様である。

･ポリウレタンフォーム・ナイロン・ポリエステル・ナイロン・綿等
､ノ、、ぎ.－ミハーー／〃ｊ～

〆)Ｔｔｊｎｊｊ｢ゴロｉ
生産地やﾒｰｶｰの特徴
-,---,-~㎡,．_､y●1,‐一二㎡.､.､,よ‐～!,『!…1.1

-6回Ｏｑ■､--,■･几郎保一ﾛｴ且-■､-,+■

。,--．－-斗_'-,,-,巴.．．_,..-s、･ﾛｰ｣`'

・日本メーカーの自社工場や協力工場は､中国や韓国などに設置されてい

る｡また､生産地は賃金の安い奥地へと広がりつつある。

･近年安価な製品を求めた業者が､主に中国等の海外メーカー品をそのまま

輸入しているケースも見られる。

.、-ｺﾞｰｖ￣￣’一‐￣'、
且 ■ぺ 額Ｗ： 構威塵 】鰯iｌ

､ﾏｰﾋﾟﾄｷﾛ強
少 ’’１ 

凶 WiiiiiH;； ｛瀞慈鑓i:i01日b繭髄籔

国内市場全体 1,520 

120 

0 

100.0 

７．９ 

0.0 

14,980 

1,200 

０ 

100.0 

8.0 

0.0 

－し

－十

－÷ 

使用薬剤の特徴 ･抗菌加工製品なく､該当しない。

抗菌JuS規格対応状況 ･抗菌加工製品なく､該当しない。



25.ポディスポンジ

3)海外における抗菌加エ製品の動き

･海外メーカーのポディスポンジに抗菌加工製品は見られない。

･一般的に海外において抗菌剤自体が高価であることが､抗菌化が進まない要因の一つとなっているの

ではないかと見られている。

6.現状の課題と今後の方向性

－１２２－ 

現状の課題
､. 

－－今後の方向性

･家族の個別化が進み､｢お風呂で体を洗うもの｣が

各家族1つではなくなってきている篝､買い替え

や､買い足し需要が増加する要因があるにもかか

わらず､その需要はボディタオルに流れている。

･ボデイスポンジ市場は大きく変動しない市場である

ため､品揃えがパターン化していることから､新し

い訴求ポイントを有した製品企画が必要である。

･ボディスポンジユーザーの抗菌加工に対するニー

ズは高くなく､今後も抗菌ｶﾛｴ製品市場は現状と

同様の傾向で推移していくものと見られている。



26.トイレプラシ

1．市場概況

１)対象商品の定義

・当該調査では､ケース付きを含むトイレ洗浄用ブラシを対象とする。

・近年好評な売れ行きとなっているコーナーﾎﾟｯﾄや､洗剤､小物入れと組み合わせたオールインワンタ

イプの製品も調査対象とする。

2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

・トイレ用コーナーﾎﾟｯﾄと同様､1990年代後半の抗菌ブーム時には抗菌

化率は90％(金額ベース)を超えたが､現在は約40％となっている。

・トイレ用製品は｢臭い｣や｢汚い｣といったイメージがあることから､少しでも

清潔性を保持したいため､１製品を長く使用するよりも､ディスカウントショ

ップ等で販売されている低価格製品で買い替え頻度を高めるといった使

用スタイルに変化してきている。

.このように低価格製品が急速に増加してきたことから､抗菌加工製品に

ついても価格を下げざるを得ない状況になってきており､市場的には数

量並に金額ベースは伸びないと見られている。
[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔富士経済調べ〕

唖2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

5,0006,000 

（単位:百万円）

4,000 3,000 2,000 1,000 0 

－１２３－ 

２６ トイレブラシ

2000隼tＸ 20,年～憩』
、

ｒ■ 繊鰹年ｆｊ几］ T;ｆｉ 
－古一j-J '1::!`p，蕊i嚢激i：

全体

(伸長率）

抗菌
(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

4,700 

(100.0） 

1,920 

(100.0） 

2,780 

(100.0） 

4,750 

(101.1） 

1,950 

(101.6） 

2,800 

(100.7） 

4,800 

(102.1） 

1,980 

(103.1） 

2,820 

(l0L4） 

4,860 

(103.4） 

2,000 

(104.2） 

2,860 

(102.9） 

4,950 

(105.3） 

2,020 

(105.2） 

2,930 

(105.4） 



26.トイレプラシ

＜数量ペース＞ (単位:上段;千個､下段;％）

〔富士経済調べ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

蝋
噸
鰄
鰄
鰄

囲

9,250 

02,0004,0006,0008,00010,00012,00014,OOO16DOOO18,000 

（単位:千個）

2)市場の動きの特徴とその要因

・上位メーカーが､トイレﾎﾟｯﾄや小物入れ等と一体化させた多機能のシステムタイプの高価格製品を品揃

えしており､順調な売れ行きを見せているため､全体市場(金額ベース)は増加傾向となっている。
．しかし､トイレプラシを消耗品として考えるユーザーは､低価格製品を選択している傾向が強まっていると

いわれており､高級志向と低価格志向の二極化が進行しているといえる。
･抗菌加工製品市場については､微増で推移している。

3.抗菌加エの特徴

・プラスチック成型品は､素材に抗菌剤を練りこんで抗菌加工を行うケースが一般的であるため､抗菌加工の部
位は全体となっている。

－１２４－ 

2000年 2”1年 2002年 2003年 20“年見込

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

14,300 

(100.0） 

5,700 

(100.0） 

8,600 

(100.0） 

１４，５００ 

(l0L4） 

5,800 

(101.8） 

8,700 

(101.2） 

15,000 

(104.9） 

6,050 

(106.1） 

8,950 

(104.1） 

15,200 

(106.3） 

6,150 

(107.9） 

9,050 

(105.2） 

15,500 

(108.4） 

6,250 

(109.6） 

9,250 

(107.6） 

!〈/が!ii鰯】範凛醐‘ 'し』抗菌加墾!p翻位(； !Ⅲ.．.･･.:# 
■｣ﾛ■_ 抗菌jn5j錨§勧質の特l;i斑:::::(iiF(』

抗菌 ０ 

・製品全体(ブラシ部

柄､植毛台､ケース）

、 ･柄､植毛台:ポリプロピレン等

･ブラシ部:ナイロン､ナイロン不織布､ポリプロピレ

ン､ポリエステル､コイアファイバー等

･ケース:ABS樹脂､ポリプロピレン等

防汚

防臭 ０ 

･製品全体(ブラシ部、

柄､植毛台､ケース）

･柄､植毛台:ポリプロピレン等

・ブラシ部:ナイロン､ナイロン不織布､ポリプロピレ

ン､ポリエステル､コイアファイバー等

・ケース:ABS樹脂､ポリプロピレン等

その他(－）



26.トイレプラシ

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤タイプ

(単位:％）

無機系
100.0％ 

[数避ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･無機系抗菌剤は､抗菌効果の持続性に優れていることが採用の要因となっている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴 ｣ 

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千個､％）

※…謹少

・日本国内市場全体(数量ベース)の約50％が海外輸入品と見られている。

･海南系メーカーのみならずプラスチック製品メーカーは､中国をはじめとしたアジアに設立した自社工場

や協力工場での生産が多い。

･海外工場で生産されている抗菌加工製品は数％程度であり、日本で生産しているケースが多くなってい

る。

・低価格製品を求めて海外工場への委託生産や買い付けを行っている日本メーカーも一部見られるが､数

量ベース､金額ベースともに僅少となっている。

－１２５－ 

薬剤ﾀｲﾌﾟ 構成比一

有機系

無機系 100.0 

その他(－）

材質

・日本製と同様である。

･柄･植毛台:ポリプロピレン等

･ブラシ部:ナイロン､ナイロン不織布､ポリプロピレン､ポリエステル等

・ケース:ABS樹脂､ポリプロピレン等

生産地やメーカーの特徴
・日本メーカーは､中国をはじめとしたアジアの自社工場や協力エ場で生産

している。

＞金>額二ＬＬ〈 /構成比 述数ﾀﾞ母 li戦:i:Ｉ liJ碓鑓蕊ﾛﾛ11K画曇羅

国内市場全体 4,860 

1,100 

※ 

100.0 

22.6 

※ 

15,200 

7,500 

※ 

100.0 

49.3 

※ 

一ヶ

一ヶ

一ヶ



26.トイレプラシ

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

3)海外における抗菌加エ製品の動き

･現状では抗菌加工製品は多く見られないものの､今後は増加していくものと見込まれている。

･これは､近年のSARS等の影響から､衛生面に対する関心の高まりに起因するものと見られている。

6.現状の課題と今後の方向性

－１２６－ 

l§i用薬剤の特徴
－LＬＬヶIＦ戸PPエ■

・日本メーカーの海外生産分は、日本製と同様である。

･無機系(銀系）

鏡菌ji菖i鋪p対応状況 ・日本メーカーの海外生産分は､抗菌JIS規格に適応している。

)ｉ７ｊ７蕊)瀞i議:11憩騨の腺阻 0 ﾘﾉいI今後の方向性

・トイレそのものの抗菌化に伴い汚れにくくなってき

ていることにｶﾛえて､ブラシの耐久性や品質向上

により買い替え需要が減少傾向にある。

・現状と同様に､高機能のシステムタイプや抗菌防

臭タイプといった比較的高価格な製品と､買い替

え需要を中心とするディスカウントショップ等で販

売されている低価格製品との二極化が更に進行

するものと見込まれている。



27.トイレ用コーナーポット

1．市場概況

１)対象商品の定義

･プラスチック製のﾄｲﾚ用のコーナーポットを対象とする。

2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

・トイレプラシと同様、１９９０年代後半の抗菌ブーム時には抗菌化率は

９０％(金額ベース)を超えていたが､現在は約40％となっている。

・その要因の一つには､ディスカウントショップ等で販売されている低価格

製品が急速に増加してきたことが挙げられている。

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ベース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔富士経済調べ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

0１００２００３００４００５００６００７００８００９００1,000 

（単位:百万円）

－１２７－ 

２７ トイレ用コーナーポット

司り＿”･ﾛ、ﾛ●L供一式－，６F

ﾛ■､．．■Pb■凸屯巫lj-、PUD則り1＝--ﾉ
⑱-ザ｣､~ 藤三2卿寺＝＝=Ｉ 認Jj2001)年ﾍｴﾐｆ ili蕊iiiiiiiiii鴬r蕊 篭2bij3i蕊議1選」看ず覇愚露璽亨 §蕊Uii:！
全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

880 

(100.0） 

360 

(100.0） 

520 

(100.0） 

880 

(100.0） 

360 

(100.0） 

520 

(100.0） 

880 

(100.0） 

360 

(100.0） 

520 

(100.0） 

875 

(99.4） 

360 

(100.0） 

５１５ 

(99.0） 

880 

(100.0） 

360 

(100.0） 

520 

(100.0） 

1群露韓鱸露霞鍋聰窺巍闇鏑辱勲鰕弓日鰯罰f空竺堅[弾圧』尉罷l燕iF9f蝿nＵｈｍＥｎｎ

520 

鰯;;:i;蕊鱸;鱸鱸11,11鱸;繍蕊Ｉ５２０

鍵i轤蕊灘；鵜i鞠i劉撒}鰯:jBBlj騨鰯鱗lRl鍵灘UOL、

|蕊驚鍵iii鍵鍵繍i;Ｉ鰄臘i灘繍灘 520 

ロ抗菌

ロ非抗菌

ロ、



27.トイレ用＝－ナーポット

＜数量ベース＞ (単位:上段;千個､下段;％）

〔富士経済調べ〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

5001,0001,5002,0002,5003,0003,500 

（単位:千個）

2)市場の動きの特徴とその要因

･新築集合住宅の増加に伴い全体市場は安定してきたが､買い替え需要が期待できる製品ではないた

め､今後は厳しい状況が続くと見られている。

.また､全体市場は成熟市場であるため､価格帯も安定した推移となっている。

b抗菌加工製品市場についても､全体市場と同様に横這いで推移している。

3.抗菌加エの特徴

･抗菌･防カビ加工製品は多く見られるが､－部防臭加工も施している製品も見られる。

･プラスチック成型品は､素材に抗菌剤を練りこんで抗菌加工を行うケースが一般的であるため､抗菌加工の部

位は製品全体となっている。

－１２８－ 

－４－，．こ■：－０．聖,－．－Ⅱ↓

rL鍵罎釦叩 i；:<:i2l2Oqi年
~･~￣了」

藤:::2噸年ヅ ｉｆ葱麺愈蕊:鞭
,汗ｊロム,,,．

(Lｔ２００４ 蕊愈廼
全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

3,160 

(100.0） 

1,260 

(100.0） 

1,900 

(100.0） 

3,160 

(100.0） 

1,260 

(100.0） 

1,900 

(100.0） 

3,200 

(101.3） 

1,280 

(101.6） 

1,920 

(101.1） 

3,230 

(102.2） 

1,290 

(102.4） 

1,940 

(102.1） 

3,250 

(102.8） 

1,300 

(103.2） 

1,950 

(102.6） 

蕊義i11mii嚢i鑪鰯褒藩 灘霧蕊鑑薗jiq鋤;i1j1ii;鰯iｉ
LL~/､△ 
,･･･､□輻叫

蕊議
￣ 鑓iii塗繊（jIiij11iiH鑓 尖塞'

抗菌 ０ 
･製品全体 ・ポリプロピレン

・ABS樹脂

防汚

防臭 ０ 
･製品全体 ・ポリプロピレン

・ABS樹脂

その他(防カビ） ０ 
q製品全体 ・ポリプロピレン

・ABS樹l旨



27.トイレ用コーナーポット

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

[数遼ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･抗菌効果の持続性に優れていることから､無機系抗菌剤の採用率が100％となっている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千個､％）

※…麺少

・日本国内全体市場(数量ベース)の約46％が海外輸入品と考えられている。

･海南系メーカーのみならずプラスチック製品メーカーは､中国をはじめとしたアジアに設置している自社工

場や協力工場で生産しているケースが多い。

･抗菌加工製品のうち海外工場で生産されている製品は数％程度であり、日本で生産するケースが増加傾

向にある。

･低価格製品を求めて海外工場への委託牛塵や､海外メーカー品の買い付けを行っている日本メーカーも

一部見られるが、日本での流通量は僅少といわれている。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

-１２９－ 

ワニP

:戸)薬剤ﾀｲﾌﾟが
-埒<･

{￣ＬＰ‐･ﾐﾊﾞﾖ )ｗ字汪z:判り成）比
■･Ｊ 

－ユ

ロP．［■咄。.

有機系

無機系 100.0 

その他(_）

材I■質 Iｈ-Pb 

▽拶・-

・日本製と同様である。

･ポリプロピレン・ABS樹脂

生産地やﾒーカ￣ i；３ の特徴
・日本メーカーは、中国をはじめとするアジアに設立している自社工場や協

力工場で生産している。

.ｈ11ママＰ-F凸
/詮ﾌﾞﾉ金貝可額 構成比iji 灘11銭l窪灘蕊 識灘謬 織隷蝋‘・卍》・串（嵜彗’ 葱鱗の 織蝿蕊

国内市場全体 875 

300 

※ 

100.0 

34.3 

※ 

3,230 

1,500 

※ 

100.0 

46.4 

※ 

－し

－つ

－＋ 

使用薬剤のI特徴
Ｊ■.' 

］ 

・日本メーカーの海外生産分は、日本製と同様である。

・無機系(銀系）

抗菌Ｊ１ s規格対応状況 ・日本メーカーの海外生産分は､抗菌JIS規格に適応している。



27.トイレ用＝－ナーポット

3)海外における抗菌加エ製品の動き

・近年発生したSARS等の影響から､衛生面に対する関心は高まっているといわれている。

.また､現状では抗菌加工製品は多く見られないものの､今後徐々に増加していくものと推定されている。

6.現状の課題と今後の方向性

－１３０－ 

{〉ｉｌｆｆ{｛騨状の鰹題
」ＰP_

▲ 

L今後の方向性

･トイレプラシと色やデザインを統一して購入すると

いう消費者の購入ｽﾀｲﾙに合わせた製品展開を

メーカー側は行ってきたが、トイレブラシほどの買

い替え需要がない製品であるため､新しい＝ンセ

プトの製品が開発されにくい傾向にある。

・近年､トイレプラシ等と組み合わせたオールインワ

ンﾀｲﾌﾟの製品が好評な売れ行きとなっている。

・抗菌加工製品などの高付加価値製品について

も、トイレプラシに牽引される形で上市されてきた

が､今後もベーシックな低価格製品を基調に展開

していくと見られている。



28.靴下

1．市場概況

１)対象商品の定義

・当該調査における靴下は､ソックス及び､パンティストッキング､タイツを対象とする。

･靴下は､綿､ナイロン､ポリウレタン､ウールなどを主な素材としている。

抗菌
7.7％ 2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

･抗菌加工製品は､革靴を履く機会が多い男性サラリーマンの足のムレに

よる臭いを防止することを目的として製品化され始めた。

・現在では､女性のパンティストッキングなどにも抗菌加工が施されている

が､国内全体市場における抗菌加工製品の割合は､金額ベース､数量

ベースともに7～8％にとどまっている。

.但し､男性用靴下のみについてみると､抗菌加工製品が占める割合は、

約２０％に達しているといわれている。

非抗菌
92.3％ 

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔『繊維･生活用品統計年報』を基に推定〕

》》》》『

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

171,600 

165,300 

148,500 

145,800 

144,800 

邇

120,000 160,000 200,000 

(単位:百万円）

40,000 8０，０００ 0 

－１３１－ 

２８ 靴下

2000年 2001年諸jfr； ;/:2002年い□ 'Lい；ﾌﾞﾂﾞ2ｌｘ)3年： :2004M年鰯

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

183,900 

(100.0） 

12,300 

(100.0） 

171,600 

(100.0） 

177,300 

(96.4） 

12,000 

(97.6） 

165,300 

(96.3） 

160,600 

(87.3） 

12,100 

(98.4） 

148,500 

(86.5） 

158,000 

(85.9） 

12,200 

(99.2） 

145,800 

(85.0） 

157,000 

(85.4） 

12,200 

(99.2） 

144,800 

(84.4） 



28.靴下

＜数量ペース＞ (単位:上段;千点､下段;％）

〔『繊維･生活用品統計年報』を基に推定〕

邇
2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

懸鐵65,400

霧'二i票
iiii11l蟇霊

1,024,500 

975,200 

889,600 

885,800 

883,100 

200,000400,000600,000800,0001,000,0001,200,000 
● 

（単位:千点）

2)市場の動きの特徴とその要因

・女性のパンツｽﾀｲﾙの増加など､ファッションの流行の影響により､パンティストッキングやﾀｲﾂに対す
る需要が年々減少してきており､全体市場は縮小傾向にある。

.また､製品が高品質化していることから､買い替え需要が減少していることも､市場規模が縮小している
要因の一つとして挙げられている。

･抗菌加工製品市場については､安価な海外輸入品が普及してきたことにより､数量ベースは微増傾向と
なっているが､金額ベースは､横這いで推移している。

3.抗菌加エの特徴

･加工方法は､製品に後から抗菌剤を付着させる｢後加工｣と､繊維自体に抗菌剤を繰り込ませる｢繰り込み｣が
あるが､当該市場については､後加工が主流となっている。

－１３２－ 

槌■-■ＦＤ▼■辞』 2000年 :1丁J:h≦2001年■｢？’ 2002年Jｆｌｉ 2003年

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

1,089,900 

(100.0） 

65,400 

(100.0） 

1,024,500 

(100.0） 

1,040,700 

(95.5） 

65,500 

(100.2） 

975,200 

(95.2） 

956,400 

(87.8） 

66,800 

(102.1） 

889,600 

(86.8） 

954,300 

(87.6） 

68,500 

(104.7） 

885,800 

(86.5） 

952,000 

(87.3） 

68,900 

(105.4） 

883,100 

(86.2） 

ぃ－１選ltYfj
f-1-小,,弓１．､L,｡

滝.へ，､・・'2~;諺 :Liii灘１１二②圓蝋恐蕊蕊 騨蝿I徽lUl11i寵の部幽!:(蕊發と’蕊蕊Hi鱒血熱li1H杜i唖1窃歓

抗菌 ０ 

・表糸

･裏糸

・ナイロン・ポリエステル

・アクリル

･綿・ウール・絹

防汚

防臭 ○ 

･表糸

･裏糸

・ナイロン・ポリエステル

・アクリル

･綿・ウール・絹

その他(－）



28.靴下

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

[数量ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

・有機系(第四級アンモニウム塩)は､無機系よりもｺｽﾄが低いことから､採用率が高くなっている。

．また､素材別でみると､ナイロンやポリエステルなどの合成繊維は､有機系の採用率が高いが､一部で

熱に強い無機系(銀)が採用されているケースもみられる。

･一方､綿やウールなどの天然系の素材については､素材自体が熱に弱いことから､有機系の採用率が
圧倒的に高くなっている。

・近年は､ユーザーの自然志向に訴求するべく､安全なイメージの高い天然系抗菌剤を採用している製

品も増加傾向にある。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千点､％）

･中国などのアジアで生産した場合､－足あたりのｺｽﾄは、日本で生産した場合の約3分の1～2分の1に

抑えることができることから、日本メーカーの海外生産が急増しており、日本国内市場全体における海外

輸入品が占める割合は､金額ベース､数量ベースともに90％を超えている。

･以前は､海外で靴下を生産し､抗菌加工は日本で行うケースが主流であったが､近年は､抗菌加工まで

海外で行われているケースが増加しており､一般化している。

－１３３－ 

薬剤ﾀｲﾌﾟ 構成比

有機系 90.0 

無機系 10.0 

その他(－）

村、、
・ナイロン・ポリエステル

・綿・ウール

生産地や

-:.ごqB･ﾛｰ･･･..U･

ﾒｰｶｰの特灘
･中国や､タイ､マレーシアといったアジアでの生産が中心となっている｡近年

では、日本と国民性が似ているベトナムでの生産が増加傾向にあるといわれ

ている。

金額 構成比《 鮫｣狂 r構成塵‘
I-p 

I. 建議年の助厨 礼

国内市場全体 1580000 

1460900 

7,800 

100.0 

93.0 

4.9 

954,300 

878,000 

43,900 

100.0 

92.0 

4.6 

～か

－ｹ 

一ケ



28.靴下

②使用薬剤の特徴と抗菌jlS規格対応状況

3)海外における抗菌加エ製品の動き

･欧米については、日本の気候とは異なり比較的湿気が少ないことから､細菌が発生しにくいため､抗菌

加工製品に対する需要が日本に比べて低いといわれている。

．また､中国においても抗菌加工に対する需要があまりないが､今後高所得者鬮に普及する可能性はあ

ると見込まれている。

6.現状の課題と今後の方向性

－１３４－ 

使用薬剤の特徴 ･有機系(第四級アンモニウム塩等）・無機系(銀）

抗菌ｕｓ想格対応状況

・日本メーカーの海外生産分については､抗菌JIS規格に適応している。

･一方､海外メーカー品は､抗菌JIS規格の基準に達する技術がまだ発達し

ていないため､抗菌JIS規格に適応していない｡また､一部の海外メーカー

品の抗菌加工製品については､抗菌表示の根拠に暖昧なものがあるとされ

ている。

苧現状の麗題
Ｉｈ 

Ｔ今後の方向性え：

･抗菌表示の根拠に暖味な海外製品の流入。 ･海外生産が増加し､抗菌ｶﾛｴ製品の価格が普及

価格帯になってきていることから､今後も抗菌加工

製品の占める比率は高まってくるものと見込まれて

いる。



29.肌軒･下着

1．市場概況

１)対象商品の定義

･当該調査における肌着･下着では､織物製とﾆｯﾄ製下着を対象とし､補整着は対象外とする。

･肌着･下着は､製品群別で大分類すると､アンダーシャツ･クレープシャツ及び､ｽﾄﾘｯﾌﾟ･ペチコート

類､パンツ類､その他下着に分類される。

2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

･皮膚表面にとどまった汗や､肌着･下着に吸収された汗に細菌が繁殖す

ることにより悪臭が発生しているため､悪臭の原因である細菌の繁殖を抑

制することを目的として抗菌加工が施されている。

･抗菌加工製品は､女性用よりも男性用に多くみられる。

･抗菌加工製品の商品展開を積極的に行ってない大手メーカーもあり､全

体市場における抗菌加工製品が占める割合は､金額ベース､数量ベース

ともに約１５％となっている。
[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市渦と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円､下段;％）

〔『繊維･生活用品統計年報』を基に推定〕

画
麺

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

409,500 
-

348,850 
-

3320800 
￣ 

315,500 

唖

300,100 

500,000 

(単位:百万円）

400,000 300,000 200,000 100,000 0 

－１３５－ 

2９ 肌着･下着

□4‐゛。 i＞200q年， ､20011年１１斗〉 i:ノ2902鏡〔蕊 |塗｝:釦０９年iili:鑑 iiij2IXj41鰯睡(〕ﾌﾟ）
全体

(緯侵宰）

抗菌
(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

466,000 

(100.o） 

56,500 

(100.0） 

409,500 

(100.0） 

401,000 

(86.1） 

52,150 

(92.3） 

348,850 

(85.2） 

387,000 

(83.0） 

54,200 

(95.9） 

332,800 

(81.3） 

371,200 

(79.7） 

55,700 

(98.6） 

315,500 

(77.0） 

3560400 

(76.5） 

56,300 

(99.6） 

300,100 

(73.3） 



29.肌着･下薯

＜数量ペース＞ (単位:上段;千点､下段;％）

〔『繊維･生活用品統計年報』を基に推定〕

厩
2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

1,034,400 

8400200 

794,300 

747,500 

703,400 

0200,000400,000600,000800,0001,000,0001,200,0001,400,000 

（単位:千点）

2)市場の動きの特徴とその要因

･全体市場は､シャツやショーツといった基本アイテム以外の需要が低迷していることが影響し､減少傾向
となっている。

｡また､中国などでの海外生産品が大半を占めてきていることから､金額ベースについても減少傾向となっ
ている。

.抗菌加工製品市場については､1990年代後半までは､抗菌ブームが追い風となって増加傾向にあっ
た。

．しかし､近年は､抗菌加工のほかに､｢速乾｣や｢消臭｣などの他の機能が付加されてきているといった動

向も見られることから､市場規模は微増で推移するものと見込まれている。

3.抗菌加エの特徴

･抗菌加工製品については､防臭､若しくは消臭加工も併せて施されているケースが多くみられる。

･抗菌加工方法としては､繊維に抗菌剤を付着させる方法と､繊維に抗菌剤を繰り込む方法が採用されている。
繊維の段階で抗菌剤を繰り込むとコストが高くなるため､繊維に抗菌剤を付着させる後加工の方が主流となっ
ている。

・子供用肌着は､抗菌と防汚を目的として抗菌加工が施されている。

－１３６－ 

2000年 2001年 2002年 2003年 2004:年見込

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

1,175,500 

(100.0） 

141,100 

(100.0） 

1,034,400 

(100.0） 

965,800 

(82.2） 

125,600 

(89.0） 

840,200 

(81.2） 

923,700 

(78.6） 

129,400 

(91.7） 

794,300 

(76.8） 

879,400 

(74.8） 

131,900 

(93.5） 

747,500 

(72.3） 

835,400 

(71.1） 

132,000 

(93.6） 

703,400 

(68.0） 

抗菌狐エの目的 蕊抗菌加エの部位 抗菌狐零i憾象材iKq)特微
抗菌 ０ ･製品全体 ･綿・天竺・レーヨン等

防汚 ０ ･製品全体 ･綿・天竺・レーヨン零

防臭 ０ ・製品全体 ・綿・天竺・レーヨン等

その他(－）



29.肌着･下着

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

[数量ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･無機系よりも有機系の採用率の方が高くなっている。

･有機系を採用する理由として､低コストと加工性の容易さが挙げられている。

．また､有機系については､現状では合成系が主流となっているが､ユーザーの自然志向の高まりに伴

い､天然系の採用率が増加傾向にあるといわれている。

･天然系抗菌剤としては､柿から抽出される｢エコペルモン｣や､青森ヒバから抽出される天然抗菌成分｢ヒ

ノキチオール｣、｢竹｣、｢キトサン｣等が採用されており､消臭機能も期待できるものとなっている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴，

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千点､％）

､生産コストの低いアジアでの生産が中心となっており、日本国内市場全体における海外輸入品の割合は、

金額ベース､数量ベースともに85％に達している。

・日本での需要が低迷していることから､海外輸入品市場規模も縮小傾向にある。

･国内市場全体における抗菌加工製品の占める割合は､金額ベース､数量ベースともに約，3％となってい

る。

－１３７－ 

鼻薬剤ﾀｲﾌﾟ Ｍ鷺成>{:比

有機系 80.0 

無機系 20.0 

その他(－）

金:.:懸宝~鋲$}一恵}(?}１１１；NHVパイ

Ｗｈｉ灘繊1鋤;)《/1
..F内...．?．--,-,-.;P:竜鐘1.f－－.旱．.ｚ、二・．,－．．K勺..

･綿・天竺

･レーヨンなど
】Ｉ

二泊

生産地やﾒｰｶｰの特徴

・日本メーカーの主な海外生産地は､中国や､タイ､韓国､シンガポール､ベ

トナム､インドネシア､フィリピンといったアジアとなっている。

.また､大きなサイズでもデザイン性に優れている欧米メーカー品が、日本国

内で流通している。

金□額:ﾉー 構成比 :ｲｳﾞﾉ１１数i7Hg:＃ ｊＪ.．。

;:禰遡蕊Ｉ Ｌ･~･鯉卍咄･由ﾉﾛ咄！ 近葬の働薗;喪/露

国内市場全体 371,200 

315,600 

47,300 

100.0 

85.0 

1２．７ 

879,400 

747,500 

112,100 

100.0 

85.0 

12.7 

､公

ヘム

－◆ 



29.肌着･下着

3)海外における抗菌加エ製品の動き

・海外においても抗菌加工製品に対する関心は高まりつつあるとはいわれている。

.しかし､比較的澗潔性に対する関心が高い日本においても抗菌加工が標準仕様には至っていないこと
から､海外での需要の顕在化は認められていない。

6.現状の課題と今後の方向性

－１３８－ 

．.］■ﾛ 

騨翻騨璽1１ 旨t勤

･有機系

・無機系

抗甑1s翻繍庫状騒； ･抗菌JIS規格に適応している。

②(i【用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

Ｌｉ)ﾙ:Ｗ１ｉ溌譲//鞠i窺鞭⑩畷融ｗ－ﾍﾟオ 50.0 津｝;許今後の方向性iﾅﾉﾊﾉﾆ,,-■…

･ユーザーが抗菌効果を実感しにくい。

・コストが高くなる。

･男性の抗菌加工下着の開発は､今後も進められ

ていくといわれている。

･全体市場が低迷してきている中､抗菌加工製品市

場を拡大させていくためには､女性の需要を取り

込んでいく必要があると考えられている。



30.ユニフォーム

1．市場概況

１)対象商品の定義

・当該調査におけるユニフォームは､オフィスウェア及びサーピスウェア､作業着､白衣を対象とする。

2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け 抗菌

･全体市場における抗菌加工製品の割合は､金額ペース､数量ベースとも

に約7％となっている。

･定番商品では商品差別化が図れなくなってきた近年､抗菌加工は付加

価値をつけるための手段の－つとして捉えられてきており､全体市場に

おける抗菌加工製品の占める割合は高まってきている。

｡但し､医療用白衣や食品工場用白衣については､院内感染(ＭＲＳＡ）

やO-157が社会的問題となったことから、｢抗菌加工｣ではなく、｢制菌

加工｣が一般的となっている｡この傾向は､特に医療用白衣で顕著に見

られる。

.従って､抗菌加工は､食品工場用白衣や､作業着､オフィスウェア類に

施すケースが多いといわれている。

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ベース＞ (単位:上段8百万円､下段;％）

〔『繊維･生活用品統計年報』を基に推定〕

143,900 
￣ 

133,500 
-

113,400 ̄
 

114,500 

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

》麺・麺・麺輌

巨邇

115,500 

020,00040,00060,00080,000100,000120,000140,000160,000 

（単位:百万円）

－１３９－ 

３０ ユニフォーム

いr20(X】 年 200】｣年‘ 1......、

l手 ２００２:掌;<蕊} 2003 蕊
ＴＰ･月

＿二〒-ｈF__:{
溌範041年

全体
(値尾室）

抗菌
(値得塵）

非抗菌

(伸長率）

152,300 

(100.0） 

8,400 

(100.0） 

143,900 

(100.0） 

142,000 

(93.2） 

8,500 

(101.2） 

133,500 

(92.8） 

122,000 

(80.1） 

8,600 

(102.4） 

113,400 

(78.8） 

123,300 

(81.0） 

8,800 

(104.8） 

114,500 

(79.6） 

124,500 

(81.7） 

9,000 

(107.1） 

115,500 

(80.3） 



30.ユニフォーム

〔『繊維･生活用品統計年報』を基に推定〕

〔上衣2,500円､下衣1,500円で換算〕

厩

》》》》

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込 237,200 

050,000100,000150,000200,000250,000300,000350,000 

（単位:千着）

2)市場の動きの特徴とその要因

･全体市場は､企業の倒産や､生産拠点の海外への移転などの社会的要因が影響し､微減傾向で推移

していた。

.しかし､昨年頃から抗菌加工をはじめとする高付加価値製品が積極的に展開されるようになってきたこと

により需要が喚起され､回復の兆しを見せている。

.また､抗菌加工製品は､特に新商品や､作業着の春夏商品において増加傾向にあり､市場規模は微増

傾向にある。

ａ抗菌加エの特徴

･ユニフォームに使用されている素材は､ポリエステルと綿の混合が主流となっている。

･抗菌加工製品は､バインダー固着式や､加工剤吸尽式等が採用されている。

･繊維の段階で抗菌剤を練り込むよりも､生地の段階での後加工の方がｺｽﾄが低いことから､当該市場におい

ては､後加工が主流となっている。

－１４０－ 

…(ムル:20,年》ＪＩＰ:Ｗｆ
芋;･P,､;－．．，‐,,，----,.P.,,

ふ;I?20帥年)llL よ2002年ふ;/1‘ ｂ・》。．》》》一年、｝蝿》２》。‐へ，ふく〈・」 llj麺蝋騨誕曇

全体
r4由具室】

抗菌
rhh尾塞１

非抗菌

｜（伸長率）

300,000 

(100.0） 

16,500 

(100.0） 

283,500 

(100.0） 

290,000 

(96.7） 

16,700 

(101.2） 

273,300 

(96.4） 

250,000 

(83.3） 

17,000 

(103.0） 

233,000 

(82.2） 

250,000 

(83.3） 

17,400 

(105.5） 

232,600 

(82.0） 

255,000 

(85.0） 

17,800 

(107.9） 

237,200 

(83.7） 

＜数畳ベース＞（単位:上段;千着､下段;％）

i溌溌鐘i1ij韓鍾i自麟蕊)溌乢:！
~へ;凸!:．?-゜‐,.=四一Ｖrい、~＆.,▼平････グー､>~･…~ﾚﾛｰ、ﾛｰ

蕊j鰯繊抗菌力､嚢⑩鄙儀
｣平咄,〆

滝･〆ムー

ムｉｉ「_￣ 溌鑓 1,11:！§ ；ijlili1錦織忍iilj1ll
抗菌 ０ ･製品全体 ・ポリエステル・綿等

防汚

防臭 ０ ･製品全体 ・ポリエステル・綿篝

その他(－）



３０.ユーフオーム

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

[数量ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

・有機系の採用率が８５％､無機系が15％となっている。

･有機系では､第四級アンモニウム塩や､ピグアナイド､カルボン酸､ピリジン等が採用されており､無機系

では､銀や､光触媒加工するために酸化チタンが採用されている。

･有機系抗菌剤を採用する際のポイントとして､コストの低さのほか､抗菌効果の即効性や､生地の見栄

え､肌触り､着心地の良さなどが挙げられている。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千藩､％）

・人件費等の生産ｺｽﾄの低い中国やベトナムなどのアジアで縫製を行うケースが一般的となっており､全

体市場における海外輸入品の占める比率は､金額ベース､数避ベースともに65％となっている。

．また､海外輸入品の抗菌加工製品のシェアは、日本国内市場全体(数還ベース)に対して4.6％であり、

海外輸入品市場に対しては7％に達している。日本において抗菌加工製品の普及率が高まりつつあるこ

とから､海外の抗菌加工製品の生産麺は拡大傾向にあるといわれている。

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

－１４１－ 

薬剤ﾀｲﾌﾟ 構成比

有機系 85.0 

無機系 15.0 

その他(－）

村ご質諸丁)：
･ポリエステル・ナイロン・レーヨン

･綿・毛等

主産地やﾒｰｵ鷹の特徴，
･主な生産地は､中国やベトナムなどのアジアである。

･資材の供給については、日本から資材を供給しているケースと、日本の生

地メーカーの海外拠点から調達しているケースがある。

金、額 構成比 【数!;垂t:3tと／ i111朧M２ｊｊＩ 近焦の動向1＝メ

国内市場全体 123,300 

80,100 

5,600 

100.0 

65.0 

4.5 

250,000 

162,500 

11,400 

100.0 

65.0 

4.6 

￣し

一ヶ

一ケ

使用薬剤の特徴
･有機系(第四級アンモニウム塩など）

･無機系(酸化チタン等）

抗菌JIS規格対応状況 ・日本メーカーの海外生産分については､抗菌JIS規格に適応している。



30.ユニフォーム

3)海外における抗菌加エ製品の動き

・中国においては､ＳARSが発生した影響から､医療用及び食品工場用白衣において抗菌加工製品の

需要が高まりつつあるといわれている。

6.現状の課題と今後の方向性

－１４２－ 

矛(ず!}現状の課題 〆/可今後の方向性

･抗菌加工を施すことにより＝ストが割高となってい

るが､定番商品と同等の価格での販売となってい

るケースが多いため､利幅が減少している。

・今後は､より抗菌機能が基本機能として捉えられ

てくると思われることから､抗菌加工製品市場は、

微増傾向で推移していくものと見込まれている。



31.カーテン

1．市場概況

１)対象商品の定義

・住宅用カーテンを対象とする。

・先染や､後染､レース･ケースメントの品種を含むものとする。

2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

･近年カーテン市場において､海外製品を中心に､単に抗菌剤を入れて

いるだけで抗菌JIS規格には対応していない抗菌加工製品の増加によ

り､抗菌加工製品の割合が把握しにくくなっている状況にある。

･国内外の規制に対応している製品でみると､国内市場全体における抗

菌加工製品の割合は､金額ベース､数量ベースともに2～3％とされてい

る。

･参入メーカーは､抗菌加工製品を製品ラインナップの一つとして取り扱っ

ているものの､壁装材等と同様に､インテリアに関する一般ユーザーの選

択ポイントが｢デザイン｣と｢価格｣に集中しているため､若干でも高価格帯

となる傾向のある抗菌加工等の高付加価値製品は､あまり選択されない

傾向が強い。

･一般家庭用で抗菌加工を訴求したとしても､抗菌効果を数値化する等、

視覚的に実感することができないため､製品訴求力に欠けると考えられ

ている。

抗菌
2.5％ 

非抗菌
97.5％ 

[金額ベース］

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円、下段;％）

〔『平成１４年度のインテリアﾌｧﾌﾟﾘｯｸｽ事業の概況』を基に推定〕

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

迦・麺・麺・廼緬

園

200,000 

(単位:百万円）

160,000 120,000 40,000 80,000 ０ 

－１４３－ 

３１ カーテン

2000年魚 f:頚‘ 2001年 ･２ i蕪、 …(ｉ麹()3年
ＩｊＰ■ 

隼B鰹;!〉;:｝
全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

176,000 

(100.0） 

4,400 

(100.0） 

171,600 

(100.0） 

172,300 

(97.9） 

4,300 

(97.7） 

168,000 

(97.9） 

172,000 

(97.7） 

4,300 

(97.7） 

167,700 

(97.7） 

168,000 

(95.5） 

4,200 

(95.5） 

163,800 

(95.5） 

165,000 

(93.8） 

4,100 

(93.2） 

160,900 

(93.8） 



31.カーテン

(単位:上段;千㎡､下段;％）＜数量ペース＞

〔『平成14年度のｲﾝﾃﾘｱﾌｧﾌﾟﾘｯｸｽ事業の概況』を基に推定〕

園2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

型画痙・皿・凧

165,900 

200,000 

(単位:千㎡）

160,000 80,000 l20DOOO 40,000 

2)市場の動きの特徴とその要因

･新設住宅着工戸数の減少傾向に回復の兆しが見られないことと､近年マンションの契約率の減少傾向

が続いていることもあり､全体市場は縮小傾向にある。

･カーテン市場(金額ベース)をオーダーメイドと既製品別で見ると､オーダーカーテンが９０％､既製品が

１０％程度となっている。

･近年は､低価格な海外製の既製品が増加しており､平均価格帯は低下傾向にある。

3.抗菌加エの特徴

・近年､カーテンにもウォッシヤプル機能が必需となってきているため､効果の持続し易い素材への練りこみ加

工が多くなってきている。

－１４４－ 

2000年 2001年 2002年 2003年 ２００４>年騒ム

全体
(伸晨室）

抗菌
(櫨鳫室）

非抗菌

(伸長率）

175,000 

(1000） 

4,300 

(100.0） 

170,700 

(100.0） 

173,000 

(98.9） 

4,200 

(97.7） 

168,800 

(98.9） 

173,000 

(98.9） 

4,200 

(97.7） 

168,800 

(98.9） 

172,000 

(98.3） 

4,200 

(97.7） 

167,800 

(98.3） 

170,000 

(97.1） 

4,100 

(95.3） 

165,900 

(97.2） 

識 鰯護`)ii:li鯛iLl1/Ｉ
H騏繋灘溌

'LP1..１ 
咄!::`'1:ビ 、■

J, 

－１肥錐iHjil垂iiiMi僻jWB蕊
I秀

『圷〆ＬＰ・牛 灘iii1ijii誰蔚慈繍ＩＦ鰯徴瀬

抗菌 ０ 

・カーテン全体 ・ポリエステル・レーヨン

・ナイロン・綿・絹

・麻尋

防汚

防臭 ０ 

・カーテン全体 ・ポリエステル・レーヨン

・ナイロン・綿・絹

・麻等

その他(－）



31.カーテン

有機系
僅少

4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

※…腫少

[数逓ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

・効果の持続性を考慮し､無機系抗菌剤を採用しているケースが多いが､素材により有機系を採用するケ

ースもある。

・カーテンは窓際を飾る製品であることから、日光を利用した光触媒加工が施された製品も多くなってい

る。

・光触媒は､抗菌のみならず消臭についても有効である｡また､安全性や持続性の高い素材練りこみ型

のタイプが主流となってきているため､近年重視されている｢ウォッシャプル機能｣にも有効である。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市場(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円､％､千㎡､％）

※…腫少

･近年､卸業者やメーカーを経由しない直輸入形態が急増していることから、日本国内市場全体(数鐘ベー

ス)における海外輸入品の占める割合は､現在17％以上に達している。

･海外輸入品の抗菌加工製品は､ほとんど皆無に近い状況であるといわれている。

．また､一部の海外輸入品には､抗菌加工は施されているものの､厳密な抗菌作用は疑問視される製品が

あるといわれている。

－１４５－ 

薬剤ﾀｲﾌﾟ～(::､’ 構〆成〆比；

有機系 ※ 

無機系 ほぼ100.0

その他(－）

村:Ｌ質
・ポリエステル・レーヨン・ナイロン

・綿・絹・麻筆

生産地やﾒｰｶｰの特徴
』」

・参入メーカーは､欧米から輸入品を取り扱っている。

・ホームセンターをはじめとした流通業者が､中国等の海外製品を直輸入し

ているケースが増加傾向にあるといわれている。

金額 構成比 数k）:丘 槽 {:近年血)動向←

国内市場全体 168,000 

20,000 

※ 

100.0 

11.9 

※ 

172,000 

30,000 

※ 

100.0 

17.4 

※ 

～し

／ﾜ 

－÷ 



31.カーテン

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

3)海外における抗菌加エ製品の動き

･家庭用のカーテンに対する抗菌加工は､日本特有のものと考えても良い状況とみられている。

.しかし､ＳARS等の影響により､今後は業務用製品での抗菌加工の採用が先行し､家庭用製品へと広

がっていく可能性はあるといわれている。

6.現状の課題と今後の方向性

－１４６－ 

使用薬inIの特徴 ･薬剤､抗菌効果ともに不明であることが多い。

抗郎ｉｓ規格対応状況 ･抗菌JIS規格に適応していないと見られている。

~!~.｡~.’乳ＷＰ｣-s!~．Ｆ￣．．．！.．！‐‐。少２．．，．.

懲溺塾懸観撞１２鯉騒
p1--P)－， 

，■｡､］ …Ｔ)Yf號切方向蜂ﾉﾉ丁騨I
.「抗菌ｶﾛｴ製品｣とされる製品の中には､｢抗菌｣と

表記しているだけの低価格な製品も見られてお

り､見極めが難しくなっている。

.また､メーカー側も機能を付加する際に､抗菌カロ

エより重視する機能(防炎等)が他に数多くある。

.また､加工の際抗菌ｶﾛｴ素材や防炎などの､他の

機能をもたらす薬剤と相反することもあるため､抗

菌機能を施せないケースもある。

･消費者の選択ポイントは､今後も｢デザイン｣と｢価

格｣に極かれるのではないかと推察されている。

.しかし､機能の一つとして抗菌加工に対するニー

ｽﾞもあり､市場規模が拡大していく可能性はあると

考えられている。



32.カーペット

1．市場概況

１)対象商品の定義

・当該調査におけるカーペットとは､居住空間を快適にするために床面に敷く絨毯である。

･カーペットは､用途によって住居用及び､商業用､輸送施設用､スポーツ用に分類される｡当該調査で

は､全ての用途を対象とする。

.また､品種によって､タプデット及び､タフデットタイル､織じゅうたん､平織､フックドラグ､ニードルパン

チ等に分類される。

.尚､防ダニ加工については､抗菌剤を使用していないため対象外とする。

抗菌
11.096 

2)対象品目市場での抗菌加エ製品の位置付け

･全体市場における抗菌加工製品の占める比率は､金額ベース､数量ベ

ースともに約10％となっている。

・1990年代後半に日本全体が抗菌ブームとなった頃から抗菌加工製品は

普及し始め､現在は医療施設やシルバー向け施設といった澗潔性が重

視される施設で主に採用されている。

｡また､住居用においても､清潔志向の高まりや､気管支喘息などのアレ

ルギー(化学物質過敏症等)対応としての需要も高まってきているといわ

れている。

[金額ベース］

ヴ

2.国内市場規模推移

１)全体市場と抗菌加エ製品の市場規模推移(2000年～2004年見込）

＜金額ペース＞ (単位:上段;百万円、下段;％）

〔『平成14年のｲﾝﾃﾘｱﾌﾟｧﾌﾟﾘｯｸｽ事業の概況』を基に推定〕

i1鍵蕊;129,000

霧
蕊蕊W両UＴ

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込

261,000 

242,000 

232,200 

222,500 

園

213,000 

0 50,000100,000150,000200,000250,000300,000350,000 

（単位:百万円）

－１４７－ 

３２ カーペット

`Ｌ)2000隼【； 趨翅001年い」
⑪ｎ－Ｐ■■寺P⑪ｄＬＰｇ､寺P !;/蕊2噸霧;灘ｌｊ ｛蕊iH1lX)３１霧:！ ､.F0.9 灘?Ijb4l熟睡

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

(伸長率）

290,000 

(100.0） 

29,000 

(100.0） 

261,000 

(100.0） 

270,000 

(93.1） 

28,000 

(96.6） 

242,000 

(92.7） 

260,000 

(89.7） 

27,800 

(95.9） 

232,200 

(89.0） 

250,000 

(86.2） 

27,500 

(94.8） 

222,500 

(85.2） 

240,000 

(82.8） 

27,000 

(93.1） 

213,000 

(81.6） 
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＜数量ペース＞ (単位:上段;千㎡､下段;％）

〔『平成14年のｲﾝﾃﾘｱﾌｧﾌﾟﾘｯｸｽ事業の概況』を基に推定〕

圃|;!Ⅷ6,750 

霧襄
鬮鰄'1~市而

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年見込 59,600 

010,00020,00030,00040,00050,00060,00070,00080,000 

（単位:千㎡）

2)市場の動きの特徴とその要因

・全体市場は､新築着工戸数の減少や､市場価格の低価格化などの影響により､数量ベース､金額ベー

スともに微減傾向となっている。

・商業用の抗菌加工製品は､医療施設やシルバー向け施設における需要が中心となっているが､財政難

による買い替え頻度の低下などの影響により､金額ベースは伸び悩んでいるといった状況にある。

・一方､住居用の抗菌加工製品については､機密性が高く菌の発生しやすい住環境となっていることが

影響し､需要は微増で推移していると見られている。

3.抗菌加エの特徴

・繊維に抗菌剤を繰り込む方式で､抗菌加工が施されている。

－１４８－ 

42000隼:;::… 2001年 ＞/2002年々： '12003年 Ii雫２０M
rh1LL弓□｡DB1４

年見込

全体

(伸長率）

抗菌

(伸長率）

非抗菌

｜（伸長率）

72,500 

(100.0） 

6,750 

(100.0） 

65,750 

(100.0） 

69,200 

(95.4） 

6,800 

(100.7） 

62,400 

(94.9） 

68,400 

(94.3） 

6,850 

(101.5） 

61,550 

(93.6） 

67,600 

(93.2） 

6,950 

(103.0） 

60,650 

(92.2） 

66,700 

(92.0） 

7,100 

(105.2） 

59,600 

(90.6） 

:<<(；引抗菌禰室の目的〔 銀イ

ユ
抗菌ｶﾛｴの部位!；＞ ｛抗菌狐ｴ対象材0通特閻町、

抗菌 ０ 

･パイル ･アクリル・ナイロン

･ポリエステル

･毛・綿

防汚

防臭 ０ 

・パイル .アクリル・ナイロン

・ポリエステル

・毛・綿

その他(－）
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4.使用抗菌剤の特徴

１)薬剤ﾀイプ

(単位:％）

[数量ベース］

2)多い抗菌剤の特徴とその採用ポイント

･カーペットに使用されている抗菌剤は､有機系が100％となっている。

･一般的には､合成系の抗菌剤が使用されているが､ユーザーの自然志向や､アレルギー(化学物質過

敏症等)に対応するべく､天然系を採用しているケースも見られる。

5.対象品目における海外輸入品の動向

１)輸入品の全般的特徴

2)海外輸入品市塙(抗菌加エ製品の動向）

①海外輸入品市場規模(2003年）

(単位:百万円、％､千㎡､％）

・日本国内市場全体(金額ベース)における海外輸入品の占める割合は､数避ベース､金額ベースともに

約50％となっている。

・日本メーカーが海外で生産している製品は､付加価値の備わっていない普及価格帯の製品であるため、

海外輸入品の抗菌加工製品市場は形成されていないと見られている｡．

②使用薬剤の特徴と抗菌JIS規格対応状況

1４９－ 

薬剤タイププＬｊｌ 構成'比

有機系 100.0 

無機系

その他(_）

材～質

・アクリル・ナイロン

・ポリエステル

・毛・綿等

生産地やﾒーカーの特徴
･海外輸入品の40％以上が中国で生産されているといわれている。

・中国のほか､タイや､ベルギー､インド､米国などで生産されている。

金額 構成比､ ~/銭:常)低`/;！１ 『梢ji､脳 Mf蕊ﾐｲ;極霧の動向い■蕊

国内市場全体 250,000 

118,000 

0 

100.0 

47.2 

0.0 

67,600 

32,800 

０ 

100.0 

48.5 

0.0 

ヘム

－÷ 

－し

使用薬剤の特徴 ・抗菌加工製品なく､該当しない。

抗菌JIS規格対応状況 ・抗菌加工製品なく､該当しない。
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3)海外における抗菌加エ製品の動き

･海外で抗菌加工製品が使用されているといった動向は把握されていない。

･海外で抗菌加工製品が普及していない要因として､カーペットに対する抗菌加工の必要性が感じられて

ないことが挙げられている。

6.現状の課題と今後の方向性

－１５０－ 

～現状の課題 今後の方向性に

･新築着工戸数が減少傾向にあることから､全体市

場が縮小傾向にある。

･当業界では､「SEKマーク｣を取得している材料を

使用している製品のみに抗菌加工表示をするとい

うことが徹底して行われていることから､品質が問

題視されるような製品は､今後も流通しないものと

考えられている。

･近年は､住環境が高気密化してきていることから、

菌が発生し易くなっているため､抗菌加工製品に

対するニーズも高まってきており､全体市場におけ

る抗菌化率は高まってくるものと見込まれている。


